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厚
労
省
、運
転
者
使
用
事
業
場
の
監
督
結
果

東
ト
協
、運
輸
安
全
委
員
会
を
開
催

東
ト
協
各
支
部
、「
標
準
的
な
運
賃
」勉
強
会

全
ト
協
、飲
酒
運
転
根
絶
の
取
り
組
み
決
議

東
運
支
局
・
自
動
車
運
転
者
支
局
長
表
彰

２４４６７

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

８
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 121.5 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 108.7 円
☆元売り発行カード 平 均 = 117.0 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 113.3 円
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東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
浅
井
隆
会
長
）は
10
月
９
日

の「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」
か
ら
、「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
１
Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ
ｎ
ｅ
」を
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で

開
催
す
る（
写
真
＝
開
催
案
内
チ
ラ
シ
／
本
号
に
同
封
）。

開
催
テ
ー
マ
は「
親
子
で
体
験　
安
全
と
環
境
～
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
か
ら
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
」。
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
仕
事
や
東
ト
協
の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
動
画
を
制
作
し
、Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
業
界
の
役
割
な
ど
を
社
会
に
発
信
・

ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
収
束
が
見
込
め
な
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
会
場
開

催
に
代
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形

式
で
開
催
し
、
業
界
へ
の
理

解
促
進
を
図
る
た
め
の
動
画

を
配
信
す
る
。

メ
ー
ン
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
ハ
シ
ル
」「
キ
ズ
ナ
」「
ト
ラ

ッ
ク
爺
」
な
ど
に
よ
る
、
ト

ラ
ッ
ク
演
劇
を
ベ
ー
ス
と
し

た
動
画
。
東
京
の
〝
ふ
し
ぎ

な
ま
ち
〟に
住
む
妖
精
の
ハ

シ
ル
と
キ
ズ
ナ
が
、
通
信
販

売
で
頼
ん
だ
商
品
を
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
受
け
取

る
と
こ
ろ
か
ら
ス
ト
ー
リ
ー

を
展
開
。「
ど
う
や
っ
て
商

品
が
届
く
の
か
？
」
な
ど
と

い
っ
た
質
問
に
、
ト
ラ
ッ
ク

爺
が
答
え
な
が
ら
緑
ナ
ン
バ

ー
ト
ラ
ッ
ク
の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
説
明
す
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
東
ト
協
の
グ

リ
ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
な
ど
環
境
対
策
や
、
安
全

性
評
価
事
業（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）な
ど
交
通
安
全
対
策
に

　
秋
の
全
国
交

通
安
全
運
動

（
９
月
21
～
30

日
）
を
迎
え
、

東
ト
協
各
支
部

で
は
９
月
22
日

の
街
頭
指
導
活
動「
統

一
実
施
日
」
を
中
心
に

期
間
中
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
や
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
る
街
頭
活
動
を

展
開
し
て
い
る
。

　

新
型
感
染
症
に
伴
う

「
緊
急
事
態
宣
言
」
発
令

下
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
街

頭
活
動
を
見
合
わ
せ
た
支

部
や
当
日
の
降
雨
に
よ
り

中
止
し
た
支
部
も
あ
り
、

統
一
実
施
日
の
９
月
22
日

に
は
、７
支
部
が
地
域
の

つ
い
て
紹

介
す
る
ほ

　
国
土
交
通
省
の
ト
ラ
ッ
ク

な
ど
自
動
車
運
送
事
業
者
を

対
象
と
し
た「
働
き
や
す
い

職
場
認
証
制
度
」に
つ
い
て
、

認
証
実
施
団
体
の
日
本
海
事

協
会
は
こ
の
ほ
ど
、
令
和
３

年
度
の
申
請
受
付
期
間
を
10

月
15
日
ま
で
延
長
し
た
。
電

子
申
請
は
同
日
午
後
５
時
ま

で
、紙
申
請（
郵
送
）は
同
日

必
着（
消
印
で
は
な
い
た
め

注
意
す
る
必
要
が
あ
る
）。

　
当
初
の
受
付
期
間
は
９
月

21
日
ま
で
と
し
て
い
た
が
、

新
型
感
染
症
の
感
染
拡
大
で

「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
延
長

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

慮
し
、
約
１
か
月
間
延
長
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

同
認
証
制
度
は
、
自
動
車

運
転
者
の
職
場
環
境
の
改
善

な
ど
に
資
す
る
目
的
で
創
設

さ
れ
た
も
の
。
今
年
度
で
制

度
創
設
２
年
度
目
で
、
初
年

度
と
同
様
、「
一
つ
星
」認
証

を
対
象
に
７
月
か
ら
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
海
事
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
参
照（
申
請
案

内
書
や
解
説
動
画
を
掲
載
）。

　

国
土
交
通
省
自
動
車
局

は
、
８
月
26
日
付
で
貨
物
課

長
通
達「
年
末
及
び
夏
期
等

繁
忙
期
に
お
け
る
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
対
策
に
つ
い
て
」
を
一

部
改
正
し
、９
月
１
日
か
ら

適
用
し
た
。

　

例
年
、
年
末
や
夏
期
な
ど

に
お
け
る
繁
忙
期
に
は
輸
送

需
要
が
極
端
に
増
加
し
、
事

業
用
自
動
車
の
み
で
は
輸
送

力
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と

か
ら
、
例
外
的
に
許
可
を
受

け
た
自
家
用
自
動
車
に
よ
る

有
償
運
送
を
認
め
て
い
る
。

　

た
だ
、
近
年
、
消
費
者
ニ

ー
ズ
の
多
様
化
や
電
子
商
取

引（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
販
）

の
増
加
な
ど
を
背
景
と
し

て
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
輸

送（
近
距
離
の
限
ら
れ
た
区

域
内
に
お
け
る
住
居
な
ど
へ

の
配
送
）が
増
え
る
繁
忙
期

が
事
業
者
ご
と
に
多
様
化
し

て
い
る
。

　
こ
う
し
た
繁
忙
期
の
変
化

を
踏
ま
え
、
従
来
の
自
家
用

車
に
よ
る
有
償
運
送
許
可
に

係
る
通
達
を
改
正
し
た
。

　
新
た
に
春
期
繁
忙
期
を
追

加
す
る
な
ど
対
象
時
期
を
見

直
す
と
と
も
に
、
申
請
手
続

き
の
合
理
化
を
図
っ
た
。
さ

ら
に
使
用
す
る
自
家
用
車
に

つ
い
て
、
対
象
を
ラ
ス
ト
ワ

ン
マ
イ
ル
配
送
の
み
と
し
、

使
用
台
数
制
限
や
使
用
可
能

日
数
の
上
限
、
違
反
行
為
に

対
す
る
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
新
設

す
る
な
ど
、
管
理
を
厳
格
化

し
た
。

　
改
正
概
要
は
、次
の
通
り
。

▽
輸
送
需
要
の
実
態
を
踏

ま
え
、
繁
忙
期
の
期
間
設
定

の
見
直
し（
春
期
繁
忙
期
の

追
加
な
ど
）＝〈
春
期
〉３
月

10
～
31
日
／
４
月
20
～
30
日

／
５
月
６
～
15
日
、〈
夏
期
〉

６
月
15
日
～
８
月
12
日
、〈
秋

期
〉８
月
13
日
～
11
月
９
日
、

〈
年
末
〉11
月
10
日
～
12
月

31
日▽

許
可
申
請
は
運
送
事
業

者
か
ら
の
申
請（
代
理
申
請
）

か
、
浅
井
会
長
が
登
場
し
、

業
界
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
信
す
る
。

　

ま
た
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

「
も
し
も
ト
ラ
ッ
ク
が
止
ま

っ
た
ら
」
の
曲
に
合
わ
せ
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
タ
ー
た

ち
が
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
な

ど
、
家
族
で
楽
し
め
る
内
容

と
な
っ
て
い
る
。

　

動
画
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ

所
轄
警
察
署
な
ど
と
連
携
・

協
力
し
て
街
頭
活
動
を
実
施

し
た
。

　
各
支
部
が
地
域
の
主
な
交

差
点
や
鉄
道
駅
周
辺
な
ど
で

ノ
ベ
ル
テ
ィ
を
配
布
し
な
が

ら
、
交
通
安
全
運
動
の
啓
発

活
動
を
行
い
、
な
か
で
も
中

央
・
品
川
各
支
部
で
は
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運

転
の
励
行
と
事
故
防
止
を
呼

び
か
け
る「
ト
ラ
ッ
ク
ス
ト

ッ
プ
作
戦
」を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
23
日
に
は
台

東
支
部
が
浅
草
警
察
署
な
ど

の
人
力
車
に
よ
る
交
通
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
、
大
田
支
部
が

蒲
田
警
察
署
な
ど
に
よ
る
交

通
安
全
車
両
パ
レ
ー
ド
に
参

加
し
た
ほ
か
、
９
月
29
日
に

千
代
田
支
部
が「
ト
ラ
ッ
ク

ス
ト
ッ
プ
作
戦
」
を
実
施
す

る
予
定
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

感
染
防
止
対
策
を
講
じ
な
が

ら
、
交
通
ル
ー
ル
遵
守
の
呼

び
か
け
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
秋
の
交
通
安

全
運
動
で
は
飲
酒
運
転
が
改

め
て
社
会
的
に
問
題
視
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
飲
酒
運

転
撲
滅
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
ト
ラ
ッ

ク
演
劇
を
ベ
ー
ス
に
し
た
動

画
２
パ
タ
ー
ン
と
、
ク
イ
ズ

形
式（「
目
指
せ
！
ト
ラ
ッ
ク

博
士
！
」）の
動
画
の
計
３

パ
タ
ー
ン
を
公
開
す
る
。

　
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内

に
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

に
ア
ク
セ
ス
し
て
視
聴
し
て

も
ら
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

の
み
と
す
る

▽
申
請
は
年
初
１
回
で
一

括
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
、

そ
の
年
の
運
送
実
績
を
翌
年

２
月
末
ま
で
に
報
告
書
と
し

て
提
出（
提
出
さ
れ
る
ま
で
、

新
年
の
許
可
は
行
わ
な
い
）

▽
有
償
運
送
使
用
可
能
台

数
は
保
有
車
両
数（
事
業
用

車
両
）の
範
囲
内
に
限
る

▽
自
家
用
車
１
台
当
た
り

年
間
90
日
を
上
限
と
し
て
使

用
可
能（
営
業
所
単
位
で
は

な
い
）

▽
悪
質
な
違
反
行
為
ま
た

は
社
会
的
影
響
の
あ
る
事
故

を
引
き
起
こ
し
た
場
合
な
ど

に
は
、
翌
年
の
許
可
を
受
け

ら
れ
な
い（
１
台
当
た
り
年

間
90
日
を
超
え
て
有
償
運
送

を
実
施
し
た
場
合
も
該
当
）

練馬支部が街頭活動練馬支部が街頭活動

台東支部が交通安全パトロールに参加台東支部が交通安全パトロールに参加

働きやすい
職場認証制度

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

２
０
２
１

２
０
２
１
Ｏｎ
ｌ
ｉｎｅ

Ｏｎ
ｌ
ｉｎｅ
東ト協

業
界
の
仕
事
・
役
割
発
信

３年度

海事協会

秋秋のの全国交通安全運動東ト協

各支部が街頭活動

交
通
ル
ー
ル
守
っ
て

飲
酒
運
転
の
撲
滅
を

10
月
15
日
ま
で
延
長

申
請
期
間

繁忙期の有償運送繁忙期の有償運送
許可に係る通達改正許可に係る通達改正

対象期間に春期を追加
使用台数制限など新設

国交省

10 月９日10 月９日から
Ｗeb上Ｗeb上でで動画公開動画公開
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厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
全
国
の
労
働
局
や
労
働

基
準
監
督
署
が
令
和
２
年
に

行
っ
た
、ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
な
ど
自
動
車
運
転

者
を
使
用
す
る
事
業
場
に
対

す
る
監
督
指
導
や
送
検
な
ど

の
状
況
を
公
表
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
監
督
指

導
は
３
６
５
４
事
業
場
に
対

し
て
実
施
し
、
こ
の
う
ち
、

何
ら
か
の
労
働
基
準
関
係
法

令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の
は

２
９
５
７
事
業
場（
違
反
割

合
80
・
９
％
、
以
下
カ
ッ
コ

内
は
同
様
）で
、
違
反
割
合

は
前
年
よ
り
や
や
改
善
し
た
。

　

主
な
違
反
事
項（
１
事
業

場
の
複
数
違
反
も
事
項
別
に

計
上
）は
、
労
働
時
間
が
１

６
６
３
事
業
場（
45
・
５
％
）

と
最
も
多
く
、
次
い
で
割
増

賃
金
が
８
３
６
事
業
場（
22
・

９
％
）、休
日
が
１
２
３
事
業

場（
３
・
４
％
）だ
っ
た
。
ま

た
、
改
善
基
準
告
示
違
反
が

認
め
ら
れ
た
の
は
１
８
８
２

事
業
場（
51
・
５
％
）で
、引

き
続
き
半
数
以
上
を
占
め
て

い
る
。
主
な
違
反
事
項
は
、

最
大
拘
束
時
間
が
１
３
５
５

事
業
場（
37
・
１
％
）と
最
も

多
く
、
以
下
、
多
い
順
に
総

拘
束
時
間
が
１
０
１
９
事
業

場（
27
・
９
％
）、
休
息
期
間

が
９
４
５
事
業
場（
25
・
９

％
）、連
続
運
転
時
間
が
９
２

０
事
業
場（
25
・
２
％
）、
最

大
運
転
時
間
が
５
６
６
事
業

場（
15
・
５
％
）だ
っ
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
ト
ラ

ッ
ク
で
は
２
７
８
０
事
業
所

に
対
し
て
監
督
指
導
を
実
施

し
、
こ
の
う
ち
、
労
基
関
係

法
令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の

は
２
２
６
３
事
業
場（
81
・

４
％
）で
、
依
然
と
し
て
８

割
以
上
の
事
業
場
に
法
令
違

反
が
あ
っ
た
。
主
な
違
反
事

項
は
、
労
働
時
間
が
１
３
２

０
事
業
場（
47
・
５
％
）と
半

数
近
く
に
上
り
、最
も
多
い
。

次
い
で
、
割
増
賃
金
が
６
１

９
事
業
場（
22
・
３
％
）、
休

日
が
１
０
７
事
業
場（
３
・

８
％
）だ
っ
た
。

　

ま
た
、
ト
ラ
ッ
ク
事
業
場

で
改
善
基
準
告
示
違
反
が
認

め
ら
れ
た
の
は
１
５
６
３
事

業
場（
56
・
２
％
）と
６
割
近

く
に
上
り
、
業
種
別
で
最
も

違
反
割
合
が
高
い
。
た
だ
、

前
年
よ
り
違
反
割
合
は
や
や

下
が
り
改
善
し
た
。

　

主
な
違
反
事
項
は
、
最
大

拘
束
時
間
が
１
１
４
４
事
業

場（
41・
２
％
）と
最
も
多
く
、

以
下
、
多
い
順
に
総
拘
束
時

間
が
８
５
５
事
業
場（
30
・

８
％
）、休
息
期
間
が
８
４
１

事
業
場（
30
・
３
％
）、
連
続

運
転
時
間
が
８
３
２
事
業
場

（
29
・
９
％
）、
最
大
運
転
時

間
が
５
１
４
事
業
場（
18
・

５
％
）だ
っ
た
。

　
監
督
指
導
の
事
業
場
全
体

の
う
ち
、
重
大
・
悪
質
な
違

反
と
し
て
送
検
し
た
事
案
は

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、
令
和
２
年
度
の
長
時
間

労
働
が
疑
わ
れ
る
事
業
場
に

対
す
る
監
督
指
導
結
果
を
ま

と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

全
体
の
４
割
近

く
で
違
法
な
時

間
外
労
働
が
確

認
さ
れ
、是
正・

改
善
に
向
け
た

指
導
を
行
った
。

　
こ
の
監
督
指

導
は
、
各
種
情

報
か
ら
時
間

外
・
休
日
労
働

時
間
数
が
１
か

月
当
た
り
80
時

間
超
と
考
え
ら
れ
る
事
業
場

や
、
過
重
労
働
に
よ
る
過
労

死
な
ど
の
労
災
請
求
が
行
わ

れ
た
事
業
場（
２
万
４
０
４

２
事
業
場
）を
対
象
に
実
施

し
た
も
の
。

　

そ
の
結
果
、
何
ら
か
の
労

働
基
準
関
係
法
令
違
反
が
あ

っ
た
の
は
１
万
７
５
９
４
事

業
場
で
、
違
反
割
合
は
73
・

２
％
だ
っ
た（
以
下
、カ
ッ
コ

内
は
違
反
割
合
）。

　

主
な
違
反
事
項（
是
正
勧

告
書
を
送
付
）と
し
て
は
、

違
法
な
時
間
外
労
働
が
８
９

０
４
事
業
場（
37
・
０
％
）で

最
も
多
い
。こ
れ
に
次
い
で
、

過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害

防
止
措
置
の
未
実
施
が
４
６

２
８
事
業
場（
19・
２
％
）で
、

賃
金
不
払
い
残
業
が
１
５
５

１
事
業
場（
６
・
５
％
）だ
っ

た
。

　

業
種
別
で
は
、
運
輸
交
通

業
は
１
６
３
９
事
業
場
を
対

象
に
実
施
し
、
労
基
関
係
法

令
違
反
が
認
め
ら
れ
た
の
は

１
３
５
６
事
業
場（
82
・
７

　
公
正
取
引
委
員
会
は
９
月

８
日
、「
価
格
交
渉
促
進
月

間
」（
９
月
）に
お
け
る
活
動

の
一
環
と
し
て
、「
中
小
事
業

者
等
取
引
公
正
化
推
進
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を
取
り
ま

と
め
、公
表
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
な

ど
に
伴
い
、
買
い
た
た
き
や

減
額
、
支
払
い
遅
延
と
い
っ

た
中
小
事
業
者
な
ど
へ
の
不

当
な
し
わ
寄
せ
が
生
じ
な
い

よ
う
に
す
る
た
め
、
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
対
策

を
強
化
し
、
取
引
の
公
正
化

を
推
進
す
る
方
針
。

　

具
体
的
に
は
ま
ず
、
下
請

代
金
支
払
遅
延
等
防
止
法
の

執
行
強
化
と
し
て
、
違
反
被

疑
事
案
な
ど
に
係
る
情
報
収

集
の
取
り
組
み
を
強
化
す

る
。
こ
の
一
環
と
し
て
、
令

和
３
年
度
の
荷
主
と
物
流
事

業
者
と
の
取
引
に
関
す
る
書

面
調
査
で
は
、
最
賃
引
き
上

げ
な
ど
に
伴
う
影
響
や
価
格

交
渉
の
状
況
に
関
す
る
質
問

を
追
加
し
て
実
施
す
る
。

　

ま
た
、
最
賃
引
き
上
げ
な

ど
を
勘
案
し
な
い
下
請
代
金

の
不
当
な
設
定
を
含
め
、
下

請
法
違
反
行
為
な
ど
に
厳
正

に
対
処
。
親
事
業
者
に

対
し
、
違
反
行
為
の
改

善
を
求
め
る
指
導
な
ど

を
行
う
際
に
交
付
す
る

注
意
喚
起
文
書
に
お
い
て
、

最
賃
引
き
上
げ
を
含
む
労
務

費
な
ど
の
上
昇
に
関
連
す
る

注
意
事
項
を
加
え
、
不
当
な

し
わ
寄
せ
を
行
わ
な
い
よ
う

強
く
要
請
す
る
。

　

さ
ら
に
、
相
談
対
応
を
強

化
し
、
不
当
な
し
わ
寄
せ
防

止
に
関
す
る
下
請
相
談
窓
口

を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
中

小
事
業
者
な
ど
を
対
象
と
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
会
も
実

施
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
不
当

な
し
わ
寄
せ
防
止
に
向
け
た

普
及
啓
発
活
動
と
し
て
、
特

に「
下
請
取
引
適
正
化
推
進

　

国
土
交
通
省
は
、
８
月
31

日
付
で
通
達「
自
動
車
運
送

事
業
者
に
お
け
る
運
輸
安
全

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
実
施
に

つ
い
て
」（
自
動
車
局
貨
物
課

長
な
ど
の
通
達
）を
一
部
改

正
し
た
。

　
運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

評
価
に
つ
い
て
、引
き
続
き
、

事
業
者
へ
の
浸
透
・
定
着
状

況
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

新
た
に
運
輸
防
災
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
指
針
を
踏

ま
え
、
事
業
者

の
自
然
災
害
へ

の
対
応
状
況
を

確
認
す
る
。

　

ま
た
、
安
全
管
理
規
程
な

ど
の
義
務
付
け
事
業
者
の
う

ち
、
一
般
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
者
、
特
定
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
者
お
よ
び
特
定
第

二
種
貨
物
利
用
運
送
事
業
者

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
事
業

用
自
動
車
３
０
０
台
以
上
保

有
の
事
業
者
に
対
す
る
評
価

は
、
原
則
と
し
て
本
省
大
臣

官
房
運
輸
安
全
監
理
官
室
が

行
っ
て
き
た
が
、
そ
の
対
象

を
５
０
０
台
以
上
保
有
に
改

め
た
。

　
義
務
付
け
対
象
外
の
事
業

者
の
う
ち
、
優
先
的
に
評
価

を
行
う
対
象
と
し
て
、
災
害

対
策
基
本
法
に
基
づ
き
、
指

　
国
土
交
通
省
は
10
月
か
ら

順
次
、「『
ホ
ワ
イ
ト
物
流
』

推
進
運
動
セ
ミ
ナ
ー
～
物

流
生
産
性
向
上
に
向
け
荷
主

企
業
が
推
進
す
る
取
組
と
は

～
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

す
る
。
第
１
回
は
10
月
８
日

に
行
い
、
来
年
３
月
に
か
け

て
６
回
開
催
す
る
。

　

同
運
動
は
、
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
生
産
性
の
向
上
と
物
流

の
効
率
化
、
女
性
や
高
齢
者

　

国
土
交
通
・
経
済
産
業
・

農
林
水
産
各
省
お
よ
び
物
流

関
係
団
体
は
、「
官
民
物
流
標

準
化
懇
談
会
」の
も
と
に「
パ

レ
ッ
ト
標
準
化
推
進
分
科

会
」
を
設
置
し
、
９
月
７
日

に
第
１
回

分
科
会
を

開
催
し
た
。

　

官
民
物

流
標
準
化
懇
談
会
は
今
年
６

月
、
国
交
・
経
産
・
農
水
３

省
と
、
日
本
物
流
団
体
連
合

会
・
日
本
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

シ
ス
テ
ム
協
会
に
よ
り
設
置

さ
れ
た
も
の
。

　
物
流
分
野
に
お
け
る
労
働

環
境
改
善
と
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
、
持
続
可
能
な
物
流

へ
の
変
革
な
ど
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
物
流
Ｄ

Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）を
進
め
、

抜
本
的
な
効
率
化
と
生
産
性

向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

た
だ
、
Ｄ
Ｘ
推
進
の
前
提
と

し
て
、
ま
ず
物
流
産
業
に
お

け
る
標
準
化
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
物
流
標
準
化
の

現
状
と
今
後
の
対
応
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
官
民
の
関
係

者
で
議
論
・
検
討
す
る
場
と

し
て
、
同
懇
談
会
が
設
置
さ

れ
た
。

　
そ
の
第
１
回
懇
談
会
に
お

け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
個
別

の
標
準
化
テ
ー
マ
ご
と
に
分

科
会
を
設
け
、
具
体
的
に
調

査
・
検
討
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
た
も
の
で
、
今
回
、

ま
ず
先
行
的
に
パ
レ
ッ
ト
な

ど
物
流
機
器
の
標
準
化
に
関

す
る
分
科
会
が
設
置
さ
れ
た

も
の
。

　

第
１
回
分
科
会
で
は
、
設

置
の
趣
旨
・
目
的
と
進
め
方
、

パ
レ
ッ
ト
標
準
化
の
現
状
と

課
題
、
調
査
項
目
な
ど
に
つ

い
て
審
議
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
国
土
交
通
省
自
動
車
局
は

８
月
26
日
、
第
１
回「
自
動

車
の
高
度
化
に
伴
う
安
全
確

保
策
の
あ
り
方
検
討
会
」
を

開
催
し
、
今
後
、
自
動
運
転

車
な
ど
の
安
全
確
保
に
向
け

て
調
査
・
検
討
を
進
め
る
こ

と
に
し
て
い
る
。

　
自
動
運
転
技
術
や
電
動
車

の
普
及
な
ど
自
動
車
の
変

容
・
高
度
化
に
伴
い
、
高
電

圧
保
護
や
各
種

セ
ン
サ
ー
の
作

動
不
良
、
サ
イ

バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
な
ど
が
新
た
な
課
題
に

な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
同
検
討
会
を
設

置
し
、
不
具
合
情
報
や
故
障

デ
ー
タ
な
ど
の
有
効
活
用
に

よ
り
、
自
動
運
転
車
な
ど
高

度
化
し
た
自
動
車
の
安
全
確

保
策
を
検
討
す
る
ほ
か
、
ユ

　

中
小
企
業
庁
は
こ
の
ほ

ど
、
中
小
企
業
が
安
心
し
て

Ｍ
＆
Ａ（
合
併
・
買
収
）に
取

り
組
め
る
基
盤
を
構
築
す
る

た
め
、
Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関
に

係
る
登
録
制
度
を
創
設
し
、

運
用
を
開
始
し
た
。

　
中
企
庁
で
は
今
年

４
月
、
今
後
５
年
間

に
実
施
す
べ
き
官
民

の
取
り
組
み
を
ま
と

め
た「
中
小
Ｍ
＆
Ａ
推
進
計

画
」
を
策
定
し
た
が
、
こ
れ

に
基
づ
き
、
支
援
機
関
の
登

録
制
度
を
創
設
し
た
も
の
。

ま
た
、
Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関
に

よ
る
支
援
を
め
ぐ
る
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
中
小
企
業
な

ど
か
ら
の
情
報
提
供
を
受
け

付
け
る
窓
口
を
設
置
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、「
事
業
承
継

・
引
継
ぎ
補
助
金
」（
専
門
家

活
用
型
）で
は
、
Ｍ
＆
Ａ
支

援
機
関
の
活
用
に
係
る
費
用

（
仲
介
手
数
料
や
フ
ィ
ナ
ン

シ
ャ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
費
用

な
ど
に
限
る
）に
対
す
る
補

助
を
、
事
前
に
登
録
さ
れ
た

Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関
が
提
供
す

る
支
援
に
係
る
も
の
に
限
定

す
る
。

61
件
で
前
年
比
15
件
増
加
し

た
。
こ
の
う
ち
ト
ラ
ッ
ク
が

46
件
で
同
８
件
増
え
、
送
検

事
案
の
大
部
分
を
占
め
て
い

る
。

月
間
」（
11
月
）に
お
け
る
周

知
活
動
な
ど
を
拡
充
・
強
化

す
る
方
針
。

　
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
詳

細
は
、
公
取
委
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
参
照
。

定
地
方
公
共
機
関
と
し
て
指

定
さ
れ
た
事
業
者
を
加
え
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
試
験
的
に
認

め
て
い
た
第
三
者
機
関
に
よ

る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
評
価
の
実

施
を
本
格
的
に
認
め
る
こ
と

に
し
た
。

ー
ザ
ー
の
利
便
性
を
図
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

今
後
、
自
動
車
搭
載
の
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
動
向

調
査
や
高
度
化
し
た
自
動
車

の
故
障
・
整
備
デ
ー
タ（
実

車
デ
ー
タ
）な
ど
の
収
集
・

分
析
を
行
い
、
安
全
確
保
対

策
な
ど
を
検
討
。
来
年
３
月

に
報
告
書
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
。

％
）と
、
業
種
別
で
は
違
反

割
合
が
最
も
高
い
。

　

そ
の
違
反
事
項
は
、
違
法

な
時
間
外
労
働
が
８
９
３
事

業
場（
54
・
５
％
）で
最
も
多

く
、
以
下
、
健
康
障
害
防
止

措
置
が
３
０
２
事
業
場（
18
・

４
％
）、賃
金
不
払
い
残
業
が

１
２
７
事
業
場（
７
・
７
％
）

だ
っ
た
。

を
含
む
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
働
き
や
す
い
労
働
環

境
の
実
現
を
目
指
す
も
の
。

　

今
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

物
流
改
革
を
進
め
る
上
で
重

要
な
役
割
を
担
う
荷
主
企
業

向
け
に
実
施
し
、
荷
主
の
役

割
や
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
つ

い
て
、
事
例
発
表
な
ど
を
含

め
て
解
説
す
る
。
事
例
発
表

で
は
物
流
事
業
者
の
取
り
組

み
な
ど
も
紹
介
さ
れ
る
。

　

詳
細
は
、「
ホ
ワ
イ
ト
物

流
」
推
進
運
動
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
参
照
。

厚労省 令和２年

自動車運転者使用自動車運転者使用
事業場の監督指導事業場の監督指導

トラック

労
基
関
係
違
反
が
約
81
％

半
数
強
に
改
善
基
準
違
反

長
時
間
労
働
事
業
場

へ
の
監
督
指
導
結
果
２年度

厚労省

違法な時間外労働37％
運輸交通業55％と最多

公取委

中
小
の
取
引
公
正
化
推
進
へ

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
策
定

国交省

自
動
運
転
技
術
な
ど

安
全
確
保
へ
検
討
会

中企庁

Ｍ
＆
Ａ
支
援
機
関

登
録
制
度
を
創
設

国交省

安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
施
通
達
一
部
改
正

国交・経産省
など

物
流
標
準
化
懇
談
会
に

パ
レ
ッ
ト
分
科
会
設
置

「ホワイト物流ホワイト物流」
推進運動セミナー推進運動セミナー

国交省

荷主の取り組み促進へ
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国
交
省
の
物
流
関
係
予
算

は
、
自
動
車
局
と
公
共
交
通

・
物
流
政
策
審
議
官
部
門
が

要
求
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
中
小
企
業
向
け
の
予
算

と
し
て「
低
炭
素
型
デ
ィ
ー

ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク
普
及
加
速
化

事
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

中
小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

に
限
定
し
て
、
燃
費
性
能
の

良
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ
ク

を
買
い
換
え
る
場
合
に
一
定

額
を
補
助
す
る
も
の
で
、
毎

年
度
、29
億
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
。
来
年
度
予
算
で
も

同
額
を
要
求
し
た
。

　
自
動
車
局
が
毎
年
度
要
求

し
て
い
る「
先
進
安
全
自
動

車（
Ａ
Ｓ
Ｖ
）や
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
等
導
入
支
援
」

は
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
が
申
請
窓
口
と
な
っ
て

　
６
月
に
策
定
さ
れ
た
新
総

合
物
流
施
策
大
綱
で
は
、
令

和
７
年
度
ま
で
に「
物
流
業

務
の
自
動
化
・
機
械
化
や
デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、
物
流
Ｄ

Ｘ
を
実
現
し
て
い
る
物
流
事

業
者
の
割
合
を
70
％
」
と
す

る「
Ｋ
Ｐ
Ｉ
」（
評
価
指
標
）

を
掲
げ
て
い
る
。
来
年
度
予

算
要
求
は
、
こ
れ
を
意
識
し

た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

た
だ
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
や
ピ
ッ
キ

ン
グ
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
庫
内

省
力
化
・
自
動
化
機
器
は
高

価
な
も
の
で
あ
り
、
そ
う
簡

単
に
導
入
で
き
る
も
の
で
は

な
い
。
こ
の
た
め
、
ま
ず
は

デ
ジ
タ
ル
式
運
行
記
録
計
や

予
約
受
付
シ
ス
テ
ム
、
運
行

管
理
機
器
、
車
両
動
態
管
理

シ
ス
テ
ム
な
ど
比
較
的
導
入

し
や
す
い
機
器
か
ら
取
り
組

み
、
そ
の
効
果
を
実
感
す
る

こ
と
が
大
切
だ
ろ
う
。

　
　
（
ラ
イ
タ
ー　

澤
田 

誠
）

お
り
、
そ
の
対
象
は
ほ
ぼ
中

小
企
業
向
け
の
も
の
。

　
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ

や
車
線
逸
脱
警
報
装
置
、
ア

ル
コ
ー
ル
・
イ
ン
タ
ー
ロ
ッ

ク
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
居
眠
り

感
知
・
警
報
装
置
、
デ
ジ
タ

ル
式
運
行
記
録
計
、
ド
ラ
イ

ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
な
ど
の
導
入

の
ほ
か
、
社
内
安
全
教
育
の

実
施
に
対
し
て
も
補
助
金
が

交
付
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
自
動
車
局
で
は

近
年
、「
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
推

進
」
と
し
て
、
そ
の
た
め
の

予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、

来
年
度
要
求
で
は「
Ｄ
Ｘ（
デ

ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
）を
通
じ
た
働
き

方
改
革
に
関
す
る
調
査
」
を

盛
り
込
ん
だ
。

は
中
小
実
運
送
事
業
者
が
中

心
と
な
る
。
集
荷
場
で
の
作

業
管
理
や
最
適
な
集
荷
ル
ー

ト
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
、
伝
票

情
報
と
の
連
携
、
車
両
へ
の

積
載
管
理
な
ど
の
取
り
組
み

を
想
定
し
て
い
る
。

　

一
方
、
公
共
交
通
・
物
流

政
策
審
議
官
部
門
で
も
、
中

小
企
業
を
意
識
し
た
要
求
が

目
立
つ
。
例
え
ば
、「
物
流

生
産
性
向
上
の
推
進
」で
は
、

物
流
総
合
効
率
化
法（
物
効

法
）に
基
づ
く
、
総
合
効
率

化
計
画
の
策
定
や
省
人
化
・

自
動
化
機
器
を
導
入
し
て
実

証
運
行
を
行
う
際
、
中
小
企

業
が
主
体
で
あ
れ
ば
、
補
助

金
の
額
を
引
き
上
げ
る
。

　

ま
た
、
中
小
企
業
が
デ
ジ

タ
ル
化
・
自
動
化
に
資
す
る

機
器
を
導
入
し
た
場
合
の
、

課
題
や
効
果
を
明
ら
か
に
す

る
調
査
費
も
要
求
し
た
。
Ｒ

Ｐ
Ａ（
ロ
ボ
ッ
ト
業
務
効
率

化
）の
導
入
な
ど
を
想
定
し

て
い
る
。

　
「
新
技
術
を
用
い
た
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
輸
送

効
率
化
推
進
」
で
も
、
中
小

企
業
に
配
慮
し
て
要
求
。
発

荷
主
・
輸
送
事
業
者
・
着
荷

主
が
連
携
し
て
、
工
場（
あ

る
い
は
港
湾
な
ど
輸
出
入
拠

点
）か
ら
小
売
店
に
至
る
ま

で
、
ト
ラ
ッ
ク
予
約
シ
ス
テ

ム
や
無
人
搬
送
車（
Ａ
Ｇ
Ｖ
）

な
ど
を
活
用
し
て
物
流
効
率

化
を
達
成
す
る
計
画
を
策
定

し
た
場
合
、
中
小
企
業
が
参

加
し
て
い
る
も
の
を
優
先
的

に
採
択
す
る
。

　

来
年
度
予
算
要
求
で
は

「
新
た
な
成
長
推
進
枠
」
を

設
け
、
そ
れ
に
該
当
す
る
も

の
の
み
前
年
度
予
算
よ
り
増

額
要
求
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
が
、
中
小
企
業
向
け

の
も
の
は
す
べ
て
増
額
要
求

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
情
報
通
信
技
術

（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）を
活
用
し
た
長

時
間
労
働
改
善
へ
の
取
り
組

み
事
例
を
集
め
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
る
か
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
、
そ
の
対
象

　

環
境
省
の
令
和
３
年
度

「
二
酸
化
炭
素
排
出
抑
制
対

策
事
業
費
等
補
助
金
」（
低
炭

素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ト
ラ
ッ

ク
普
及
加
速
化
事
業
）に
つ

い
て
、
執
行
団
体
の
環
境
優

良
車
普
及
機
構（
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
）

は
、10
月
４
日
の
申
請
受
付

分
か
ら
、
申
請
台
数
制
限
を

１
事
業
者
当
た
り
３
台（
リ

ー
ス
は
貸
渡
先
事
業
者
）に

変
更
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
申
請
台
数
は
１

事
業
者
当
た
り
２
台
に
制
限

し
て
き
た
が
、
申
請
枠
を
拡

大
し
た
も
の
。
既
に
２
台
の

申
請
を
行
っ
た
事
業
者
の
場

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
は
、
国
が
一

部
助
成
し
て
い
る
中
小
企
業

退
職
金
共
済（
中
退
共
）
制

度
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　

同
制
度
は
、
中
小
企
業
の

事
業
主
が
従
業
員
の
退
職
金

を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
も

の
で
、
国
か
ら
掛
金
の
一
部

助
成（
一

部
対
象
外

あ
り
）が

行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
掛
金

は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料

も
か
か
ら
な
い
。
ま
た
、
家

族
従
業
員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
も
加
入
で
き
る
。

　
魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
や

従
業
員
の
仕
事
へ
の
意
欲
醸

成
な
ど
に
も
資
す
る
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
機
構
で

は
中
小
企
業
の
事
業
主
に
対

し
、
導
入
し
活
用
す
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。

　
詳
細
は
中
退
共
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
中
小 

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部 

（
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２ 

３
４
）

合
で
も
、
追
加
し
て
計
３
台

ま
で
申
請
で
き
る
。

　

な
お
、10
月
１
日
以
前
に

到
着（
電
子
申
請
の
場
合
は

10
月
３
日
以
前
に
発
信
）の

３
台
目
の
申
請
に
つ
い
て

は
、受
け
付
け
な
い
。

　

同
事
業
は
、
中
小
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
を
対
象
に
低
炭
素

型
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
導
入
に
補

助
し
、
支
援
す
る
も
の
で
、

車
両
総
重
量
３・
５
㌧
超
の

営
業
用
車
両（
３
年
４
月
１

日
～
４
年

１
月
31
日

に
新
車
新

規
登
録
さ

れ
た
車
両
）が
対
象
。

　

補
助
額
は
、
大
型
・

中
型
・
小
型
の
車
両
区

分
別
に
、
燃
費
基
準
の

達
成
状
況
に
応
じ
て
補
助
の

基
準
額
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

　
申
請
の
審
査
は
申
し
込
み

順
に
行
う
が
、 

補
助
予
算
額

の
残
額
が
２
割
程
度
に
達
し

た
場
合
、
そ
れ
以
降
は
申
し

込
み
順
に
よ
る
審
査
は
行
わ

ず
、
４
年
１
月
31
日
ま
で
に

受
け
付
け
た
全
て
の
申
請
を

対
象
に
一
括
審
査
す
る
。
ま

た
、
予
算
残
額
を
超
え
る
申

請
が
あ
っ
た
場
合
、
初
め
て

申
請
す
る
事
業
者
を
優
先
し

て
抽
選
す
る
な
ど
、
配
慮
し

た
上
で
交
付
決
定
す
る
。

　
詳
細
は
Ｌ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
。

　

厚
生
労
働
省
は
、
今
年
４

月
か
ら
中
小
企
業
に
も
パ
ー

ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、公
正
な
待
遇
の
確
保（
同

一
労
働
同
一
賃
金
）に
向
け

て
、
職
務
分
析
・
職
務
評
価

を
活
用
し
た
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る

企
業
を
募
集
し
て
い
る
。

　

令
和
３
年
度
職
務
分
析
・

職
務
評
価
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

育
成
事
業
と
し
て
、
正
社
員

と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇

用
労
働
者
の
基
本
給
に
つ
い

て
、
待
遇
が
不
合
理
か
ど
う

か
の
判
断
や
公
正
な
待
遇
を

確
保
す
る
た
め
の
職
務
分

析
・
職
務
評
価
の
導
入
を
支

援
し
て
い
る
も
の
。

　

厚
労
省
で
は
、
パ

ー
ト
・
有
期
労
働

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

「
職
務
分
析
・
職
務

評
価
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
育
成
事
業
」
特
設

サ
イ
ト
で
、
法
律
の

ポ
イ
ン
ト
解
説
や
動

画
コ
ン
テ
ン
ツ
、
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

る
。

　

な
お
、
特
設
サ
イ
ト
で
マ

イ
ペ
ー
ジ
登
録
す
る
こ
と
に

よ
り
、
各
種
動
画
の
視
聴
や

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
申
し
込
み
な
ど
が
で
き

る
。

　

詳
細
は
、
同
特
設
サ
イ
ト

を
参
照
。

　

富
士
通
総
研
は
９
月
か

ら
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

を
対
象
に
、
国
土
交
通
省
委

託
事
業「
中
継
輸
送
の
実
施

状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」を
実
施
し
て
い
る
。

　

国
交
省
で
は
、
令
和
３
年

度「
貨
物
自
動
車
運
送
事
業

に
お
け
る
生
産
性
向
上
及
び

長
時
間
労
働
改
善
に
向
け
た

調
査
事
業
」
を
実
施
し
、
長

距
離
輸
送
を
担
う
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
長
時
間
労
働

を
抑
制
し
、
人
員
不
足
の
解

決
に
役
立
つ
中
継
輸
送
の
さ

ら
な
る
普
及
を
図
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
同

事
業
の
一
環
と
し
て
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
富
士
通
総
研

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）
掲

載
の
同
調
査「
入
力
フ
ォ
ー

　
国
土
交
通
省
が
ま
と
め
た

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
関
係
業
界
へ
の

影
響
調
査
」結
果
に
よ
る
と
、

貨
物
自
動
車
運
送
業（
ト
ラ

ッ
ク
運
送
業
）で
は
、
８
月

の
運
送
収
入
が
前
年
同
月
比

20
％
以
上
減
少
の
事
業
者
割

合
は
全
体
の
９
％
で
、
前
月

比
８
㌽
低
下
し
、改
善
し
た
。

　

品
目
別
に
み
る
と
、
引
き

続
き
生
産
活
動
の
停
滞
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
鉄
鋼
厚
板

な
ど
が
前
年
同
月
比
16
％
、

完
成
自
動
車
な
ど
が
同
７
％

の
そ
れ
ぞ
れ
減
収
。

　

今
後
の
見
通
し
は
、

９
月
は
運
送
収
入
20
％

以
上
減
少
の
割
合
が
13
％
と

増
え
る
が
、10
月
は
10
％
に

戻
す
見
込
み
。

　

な
お
、
支
援
制
度
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
は
、
資
金
繰

り
支
援
は
、事
業
者
の
45
％
、

雇
用
調
整
金
は
42
％
が
活
用

し
て
い
る
。

ム
」か
ら
回
答
す
る
。
な
お
、

回
答
事
業
者
に
は
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
場
合
が
あ
る
。

　

詳
細
は
、
富
士
通
総
研
Ｈ 

Ｐ
を
参
照（
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
掲

載
）。

国交省国交省
委託委託

　国土交通省の令和４年度予算概算要求に
よると、物流分野では中小企業に焦点を当て
たものが多いことが特徴として挙げられる。
国の予算では従来、大企業をトップランナー
として取り組みを推進するためのものが多
く、中小企業にとって「馴染みにくい」とい
う指摘があったが、来年度の要求項目の中に
はこれまでと異なり、「中小企業を優先的に
採択する」と明示したものまであり、配慮し
ている。

中
小
に
配
慮
し
た
予
算
要
求

中
小
に
配
慮
し
た
予
算
要
求

物流大綱「評価指標」強く意識物流大綱「評価指標」強く意識
身近な機器導入し効果実感を身近な機器導入し効果実感を

従
業
員
の
た
め
加
入
推
奨

国
が
掛
金
を
一
部
助
成

中退共
制　度

低
炭
素
型
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
普
及
へ
補
助
３年度

ＬＥＶＯ

希望企業を募集希望企業を募集

中
継
輸
送
の
実
施
状
況

中
継
輸
送
の
実
施
状
況

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

富士通総研

運
送
20
％
以
上
減
収

全
体
の
９
％
に
低
下

国
交
省 

感
染
症
影
響
調
査

感
染
症
影
響
調
査〈
８
月
〉

1010
月
４
日
受
付
分
か
ら

月
４
日
受
付
分
か
ら

１
事
業
者
３
台
に
拡
大

１
事
業
者
３
台
に
拡
大

同一労働
同一賃金

コンサルサービス

厚労省



（４）協 会第1232号 ２０２１年（令和３年） ９月25日

【
江
戸
川
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
イ
ン
タ
ー
物

流
＝
千
葉
県
市
川
市
千
鳥
町

16
の
３
▽
☎
０
４
７
・
３
９

７
・
８
７
４
２
▽
一
般
貨
物

運
送
、利
用
運
送

　

川
向　

喜
三
郎
氏（
不
二

運
送
代
表
取
締
役
・
大
田
支

部
）８
月
25
日
に
死
去
。
葬

儀
は
同
29
日
、
家
族
葬
に
よ

り
執
り
行
っ
た
。

１
日　
東
京
都
予
算
に
関
す

る
都
議
会
各
党
会
派
へ
の

要
望
ヒ
ア
リ
ン
グ

２
日　

関
東･

甲
信
越
重
量

部
会
正
副
部
会
長
会
議

６
日　
フ
ェ
ス
タ
実
行
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
会
議

７
日　
引
越
専
門
部
会
役
員

･

二
委
員
会
合
同
会
議
▽

青
年
部
正
副
本
部
長
会
▽

１
日
㈮　

９
時
＝
初
任
運
転

者
特
別
講
習（
東
ト
総
合

会
館
、～
２
日
）

５
日
㈫　
10
時
30
分
＝
鉄
鋼

専
門
部
会
安
全
環
境
委
員

会（
東
ト
総
合
会
館
／
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
）

６
日
㈬　
14
時
＝
関
東
・
甲

信
越
重
量
部
会
迅
速
化

（
ト
ラ
ッ
ク
）ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ（
東
ト
総
合

会
館
／
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）

８
日
㈮　
14
時
＝
環
境
委
員

会（
東
ト
総
合
会
館
／
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
）

９
日
㈯　

８
時
30
分
＝
本
部

集
団
健
診（
東
ト
総
合
会

館
、～
10
日
）

14
日
㈭　
13
時
30
分
＝
健
康

起
因
事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー

（
東
ト
総
合
会
館
）

【
10
月
1
〜
15
日
】

【
９
月
1
〜
15
日
】

同
幹
事
会

８
日　
重
量
品
専
門
部
会
委

員
会
▽
第
21
期
物
流
経
営

士
課
程
修
了
式

９
日　
鉄
鋼
専
門
部
会
役
員

会
▽
海
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
業
務
委
員
会

10
日　
ト
レ
ー
ラ
の
適
正
な

使
用
及
び
法
改
正
等
に
係

わ
る
研
修
会

13
日　
正
副
会
長
会
▽
グ
リ

ー
ン
・
エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
セ
ミ
ナ
ー（
～
15
日
）

14
日　
運
輸
安
全
委
員
会

15
日　
事
務
局
部
長
会
▽
海

上
コ
ン
テ
ナ
専
門
部
会
役

員
会

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運

輸
安
全
委
員
会（
森
本
勝
也

委
員
長
）は
９
月
14
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
令
和
３
年
度

第
１
回
委
員
会（
Ｗ
ｅ
ｂ
併

用
）を
開
催
し
、
秋
の
全
国

交
通
安
全
運
動（
９
月
21
～

30
日
）に
つ
い
て
、
警
視
庁

と
東
京
運
輸
支
局
の
担
当
官

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
効

果
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
た
。
ま
た
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る「
飲
酒
運
転
撲

滅
運
動
」
の
推
進
な
ど
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

　
森
本
委
員
長
は
あ
い
さ
つ

で
、
千
葉
県
で
発
生
し
た
飲

酒
運
転
の
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク

に
よ
る
小
学
生
死
傷
事
故
を

踏
ま
え
、
政
府
が
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
緊
急
対
策
を

決
定
し
た
こ
と
や
、
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
取
り
組
み

強
化
を
決
議
し
た
こ
と
な
ど

を
説
明
。

　
東
ト
協
で
は
そ
の
撲
滅
運

動
を
展
開
し
、
ミ
ニ
の
ぼ
り

旗
の
作
成
・
配
布（
記
事
別

掲
㊦
）な
ど
に
よ
り
啓
発
や

意
識
向
上
に
努
め
る
と
し
た

上
で
、「
飲
酒
運
転
を
撲
滅

す
る
た
め
、各
支
部
の
積
極

的
な
取
り
組
み
を
お
願
い
し

た
い
」と
呼
び
か
け
た
。

　

議
事
で
は
、
ま
ず
秋
の
交

通
安
全
運
動
に
つ
い
て
、
警

視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
の

佐
藤
正
又
交
通
安
全
組
織
係

長
が
運
動
の
進
め
方
を
説

明
。
ま
た
都
内
で
は
、
事
業

用
貨
物
車
に
よ
る
死
亡
事
故

割
合
が
や
や
増
え
て
い
る
な

ど
と
し
て
注
意
を
促
し
た
。

　

引
き
続
き
、
東
運
支
局
の

林
朋
宏
陸
運
技
術
専
門
官
が

実
施
細
目
に
つ
い
て
説
明

し
、
事
業
用
貨
物
車
の
安
全

運
行
確
保
に
向
け
て
適
切
な

運
行
管
理
を
行
う
と
と
も

に
、
飲
酒
運
転
防
止
の
た
め

厳
正
な
点
呼
の
実
施
を
求
め

た
。

　

こ
の
後
、
東
ト
協
の
取
り

組
み
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講

じ
な
が
ら
、
街
頭
活
動
の
統

一
実
施
日（
９
月
22
日
）を

中
心
に
活
動
を
行
い
、
効
果

的
に
運
動
に
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
の
児
童
絵

画
作
品
コ
ン
テ
ス
ト
選
考
小

委
員
会
の
委
員
と
し
て
、
正

副
委
員
長
を
推
薦
す
る
こ
と

を
承
認
し
た
。

　

報
告
事
項
と
し
て
は
、
今

年
度
の
東
ト
協
ド
ラ
イ
バ

ー
・
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
結

果（
学
科
競
技
の
み
で
実
科

競
技
は
中
止
）や
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開

催
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
に

お
け
る
屋
外
マ
ル
チ
ビ
ジ
ョ

ン
に
よ
る
啓
発
映
像
放
映
、

都
内
に
お
け
る
事
業
用
貨
物

車
関
与
の
死
亡
事
故
発
生
状

況（
会
員
第
一
当
は
９
月
10

日
時
点
で
ゼ
ロ
件
）な
ど
に

つ
い
て
説
明
。

　

さ
ら
に
、
全
ト
協
の
飲
酒

運
転
根
絶
に
向
け
た
取
り
組

み
強
化
に
関
す
る
決
議
と
、

東
ト
協
に
よ
る
撲
滅
運
動
や

ミ
ニ
の
ぼ
り
旗
の
作
成
・
配

布
の
ほ
か
、
危
険
走
行
が
目

立
つ
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
へ

の
注
意
喚
起
を
行
っ
た
。

　

な
お
、
議
事
後
、
関
東
交

通
共
済
協
同
組
合
の
布
施
谷

賢
司
理
事
待
遇
が
、
関
交
協

の
事
故
防
止
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
た
。

　

東
ト
協
は
、
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
に
よ
る
飲
酒
運
転
の
根

絶
を
図
る
た
め
、
業
界
を
挙

げ
て「
飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
」

を
展
開
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
全
会
員
事
業
者
に
対
し
、

取
り
組
み
を
呼
び
か
け
る
ミ

撲
滅
運
動
中
」
と
ア

ピ
ー
ル
す
る
ほ
か
、

飲
酒
運
転
の
死
亡
事

故
率
は
飲
酒
が
な
い

場
合
の
８・
７
倍
と

危
険
性
を
示
し
て
注

意
喚
起
。
裏
面
に
は

「
点
呼
は
安
全
運
行
の

最
後
の
砦
」
と
記
し
、

点
呼
時
に
お
け
る
ア
ル

コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
徹

底
な
ど
を
呼
び
か
け
る

も
の
。

　

今
後
、11
月
を
め
ど

に
作
成
し
、機
関
紙『
ト

ラ
ッ
ク
時
報
』
に
同
封

し
て
全
会
員
事
業
者
に

配
布
す
る
予
定
。

　
飲
酒
運
転
事
故
に
つ

い
て
は
、
千
葉
県
で
発

生
し
た
飲
酒
運
転
の
自

家
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ
る

小
学
生
死
傷
事
故
を
契

機
に
、
改
め
て
社
会
的

　

東
ト
協
で
は
、
国
土
交
通

大
臣
告
示「
標
準
的
な
運
賃
」
の
普
及・活
用
を
図
る
た
め
、

各
支
部
が
７
月
か
ら
順
次
、

説
明
・
勉
強
会
を
行
っ
て
お

り
、
９
月
10
日
に
足
立
・
荒

川
支
部（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）、
続

い
て
同
21
日
に
は
千
代
田
・

中
央
・
港
各
支
部（
Ｗ
ｅ
ｂ

併
用
）が
そ
れ
ぞ
れ
合
同
で

開
催
し
た
。

　
「
標
準
的
な
運
賃
」
の
届

出
促
進
を
図
る
た
め
、
実
施

し
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
に
各
支
部
が
個
別
ま
た
は

複
数
支
部
合
同
で
５
回
開

催
。
こ
れ
ら
に
先
立
ち
、
葛

飾
支
部
や
多
摩
支
部
が
独
自

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
な

ど
、
東
ト
協
を
挙
げ
て
事
業

者
の
届
出
促
進
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

説
明
・
勉
強
会
は
、
主
に

「
標
準
的
な
運
賃
」
告
示
の

背
景
・
概
要
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
全
ト
協
作
成
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト『
今
す
ぐ
わ
か

る「
標
準
的
な
運
賃
」』や
解

説
動
画
を
活
用
し
て
実
施
。

　

具
体
的
に
、
運
賃
料
金
変

更
届
出
書
と
運
賃
料
金
適
用

方
の
記
入
・
作
成
方
法
、
各

社
で
設
定
す
る
項
目
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
、
地
方
運
輸

局
へ
提
出
し
て「
標
準
的
な

運
賃
」
を
適
用
す
る
意
思
表

示
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
早
期
に
届
出

手
続
き
な
ど
を
行
う
よ
う
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
足
立
・
荒
川
支
部

や
千
代
田
・
中
央
・
港
各
支

部
合
同
の
勉
強
会
で
は
、
全

ト
協
が
新
た
に
公
開
し
た

「
標
準
的
な
運
賃
計
算
シ
ミ

ュ
レ
ー
タ
」
に
つ
い
て
も
説

明
し
、
活
用
を
促

し
た
。

　

東
ト
協
は
10
月
21
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、令
和
３
年
度「
中

小
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の

た
め
の
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

～
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
た
生
産
性

の
向
上
～
」（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
併

用
）を
開
催
す
る
。

　

時
間
は
、
午
後
１
時
30
分

～
４
時
、
会
場
は
東
ト
総
合

会
館
７
階
大
会
議
室
。
参
加

費
は
無
料
。

　

講
師
は
近
代
経
営
シ
ス

テ
ム
研
究
所
の
森
高
弘
純

代
表
。
内
容
は
①
Ｉ
Ｔ
の
活

用
方
法（
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
、

効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
の
策

定
）、②
生
産
性
向
上
に
向
け

た
Ｉ
Ｔ
機
器
お
よ
び
シ
ス
テ

ム
の
活
用
事
例
の
紹
介
、③

全
ト
協
車
両
原
価
計
算
シ
ー

ト
の
活
用
、④
中
小
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
の
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
︱
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

　

定
員
は
、
会
場
受
講
が
75

人（
先
着
順
、
１
社
１
人
を

優
先
）。
Ｚ

ｏ
ｏ
ｍ
受
講

が
４
０
０
人

（
先
着
順
）。
い
ず
れ
も
定
員

に
達
し
次
第
、受
付
終
了
。

　

参
加
申
し
込
み
は
会
場
・

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
受
講
の
い
ず
れ
に

つ
い
て
も
、
東
ト
協
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ「
セ
ミ
ナ
ー
情
報
」

の
申
し
込
み
ペ
ー
ジ
で
受
付

を
行
う
。

　

▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東

ト
協
総
務
部
総
務
部
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
２
）

　

東
ト
協
は
、
令
和
３
年
度

の
第
35
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ

ル
フ
大
会
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
の
見
通
し
が
立
た
な
い

こ
と
か
ら
、
開
催
を
中
止
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

今
後
、
品
川
・
大
田
各
支

部
で
も
同
様
の
勉
強
会
を
開

催
す
る
予
定
。

　

な
お
、「
標
準
的
な
運
賃
」

に
関
す
る
解
説
書
や
解
説

動
画
、
届
出
様
式
な
ど
は
全

ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）

で
公
開
し
て
い
る（
東
ト
協

Ｈ
Ｐ
に
リ
ン
ク
を
掲
載
）。

に
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。

　
業
界
に
お
い
て
は
飲
酒
運

転
に
起
因
す
る
事
故
は
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
根
絶
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

　

こ
の
た
め
、
東
ト
協
で
は

飲
酒
運
転
撲
滅
運
動
を
推
進

し
、
そ
の
根
絶
に
取
り
組
む

こ
と
に
し
た
も
の
で
、
新
た

に
作
成
す
る
ミ
ニ
の
ぼ
り
旗

を
点
呼
場
所
に
設
置
し
、
適

正
な
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク

を
行
う
と
と
も
に
、
運
行
管

理
者
や
運
転
者
の
意
識
向
上

に
活
用
す
る
よ
う
呼
び
か
け

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

ニ
の
ぼ
り
旗

（
写
真
）
を
作

成
・
配
布
す
る

予
定
。

　
ミ
ニ
の
ぼ
り

旗
は
、
表
面
で

は「
飲
酒
運
転

足立・荒川支部

千代田・中央・港支部

秋の交通安全運動を推進秋の交通安全運動を推進
事故防止へ街頭活動事故防止へ街頭活動

東ト協 運輸安全委員会足立・荒川支部に続き
千代田・中央・港支部が開催

各
支
部
が
説
明
・
勉
強
会

各
支
部
が
説
明
・
勉
強
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ゴ
ル
フ
中
止

東ト協

東ト協
全ト協

中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

中
小
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

　
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　
Ｉ
Ｔ
活
用
セ
ミ
ナ
ー

「「
標
準
的
な
運
賃

標
準
的
な
運
賃
」」普
及
普
及
へへ

東
ト
協

飲
酒
運
転
撲
滅
運
動

飲
酒
運
転
撲
滅
運
動

電話・Ｗｅｂで健康相談
お気軽にご利用を！ 無料

　東京都トラック協会は、会員事業者の従業
員などを対象に、メンタルヘルス関係を含めた
各種健康相談に応じる「24時間電話健康相談」
を行っている。24時間・365日年中無休で、
利用は無料。
　メンタルヘルス関係の相談には心理専門職
が相談に応じる（平日午前９時〜午後９時）。

◆ 電話相談窓口 ◆
フリーダイヤル０１２０－１０９－３７１

　あわせて、健康情報に関するＷｅｂサイト 
「健康・こころのオンライン」（https：//www.
healthy-hotline.com/ログインＩＤ＝tora）も
利用可能。

東ト協からだ・メンタルヘルス

適
正
収
受
へ
届
出
を

「ミニのぼり旗」配布
運転者など意識向上へ

1010
月月
2121
日
開
催

日
開
催

会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で

会
場
と
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
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•
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木

材

（
８
月
書
面
決
議
）

Ｇ
マ
ー
ク
取
得
促
進

Ｇ
Ｅ
Ｐ
活
動
を
推
進

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

取
扱
事
業
・
積
合

（
９
月
書
面
決
議
）

井
上
部
会
長
を
再
任

課
題
共
有
し
改
善
へ

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
に
つ
い

て
、
書
面
に
よ
り
審
議
・
承

認
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
利
用

運
送
・
積
合
部
会
と
の
連

携
を
強
化
し
て
、
変
化
す
る

業
界
動
向
を
把
握
し
、
経
営

の
合
理
化
や
安
全
輸
送
の
確

立
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
部
会
員
の
経
営
安
定
化

な
ど
に
資
す
る
施
策
を
実
施

す
る
。

　

具
体
的
に
は
、
業
界
課
題

の
共
有
化
と
現
状
の
改
善
を

　

東
ト
協
は
、
全
会
員
事
業

者
に
対
し
、
全
日
本
ト
ラ
ッ

ク
協
会
作
成
の「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
ス
テ
ッ
カ

ー
」（
写
真
／
本
号
に
同
封
）

を
配
布
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削

減
に
向
け
て
改
め
て
ア
イ
ド

リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
徹
底

す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ス
テ
ッ
カ
ー
は
、「
心
が

け
よ
う
、
駐
停
車
時
エ
ン
ジ

ン
停
止
。
ア
イ
ド
リ
ン
グ
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
」
と
呼
び
か
け
る

デ
ザ
イ
ン
。

　

運
転
者
に
ア
イ
ド
リ
ン

グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
周
知
し
、

意
識
喚
起
を
図
る
観
点
か

ら
、
車
外
貼
付
用
で
な
く
、

運
転
席
貼
付
用
の
ス
テ
ッ
カ

ー
を
作
成
し
、
徹
底
を
促
す

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

９
月
10
日
、
東
ト
総
合
会
館

で
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

と
の
共
催
に
よ
り
、「
ト
レ

ー
ラ
の
適
正
な
使
用
お
よ
び

法
改
正
等
に
係
わ
る
研
修

会
」
を
開
催
し
、
関
係
事
業

者
の
担
当
者
な
ど
が
多
く
参

加
し
た
。

　

国
土
交
通
省
通
達（
平
成

27
年
４
月
発
出
）に
よ
り
、

ト
レ
ー
ラ
の
適
正
な
使
用
に

関
し
て
、
確
実
な
保
守
管
理

の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
継
続
的
な
保
守
管
理
の

徹
底
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
実
施
さ
れ
た
も
の
。

　

研
修
会
で
は
ま
ず
、
日
本

自
動
車
車
体
工
業
会
ト
レ
ー

ラ
部
会
サ
ー
ビ
ス
委
員
会
の

吉
村
友
和
氏
が「
ト
レ
ー
ラ

の
よ
り
安
全
な
使
用
に
つ
い

て（
火
災
防
止
と
車
輪
脱
落

防
止
）」と
題
し
て
講
演
。

　
ト
レ
ー
ラ
の
事
故
・
火
災

の
現
状
に
つ
い
て
、
発
生
デ

ー
タ
を
示
し
な
が
ら
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
火
災
の
原
因

と
な
る
ブ
レ
ー
キ
引
き
ず
り

や
、
ハ
ブ
ベ
ア
リ
ン
グ
破
損

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
を
解
説

し
た
。

　

そ
の
上
で
、
こ
う
し
た
事

故
を
予
防
す
る
た
め
、
ブ
レ

ー
キ
作
動
や
解
除
不
良
の
確

認
、
主
ブ
レ
ー
キ
作
動
の
確

認
な
ど
を
徹
底
す
る
よ
う
求

め
た
。
ま
た
、
依
然
と
し
て

問
題
視
さ
れ
る
状
況
に
あ
る

車
輪
脱
落
事
故
に
つ
い
て
、

そ
の
防
止
対
策
と
し
て
は
、

ホ
イ
ー
ル
・
ナ
ッ
ト
な
ど
の

日
常
点
検
を
は
じ
め
、
点
検

整
備
の
重
要
性
を
改
め
て
強

調
し
た
。

　

続
い
て
、
同
部
会
業
務
委

員
会
の
岡
崎
真
一
郎
氏
が

「
最
新
の
ト
レ
ー
ラ
に
係
わ

る
法
改
正
紹
介
と
ト
レ
ー
ラ

輸
送
に
よ
る
輸
送
効
率
向
上

に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。

　
こ
れ
ま
で
の
ト
レ
ー
ラ
に

係
わ
る
法
改
正
の
経
緯
や
、

特
殊
車
両
の
新
た
な
通
行
制

度
の
創
設
、
誘
導
車
配
置
の

合
理
化
、
高
速
道
路
の
特
車

許
可
基
準（
車
幅
）の
見
直

し
、
軸
重
に
係
わ
る
車
両
制

限
令
違
反
の
取
り
締
ま
り
な

ど
、
最
近
の
法
規
情
報
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
実
車
実
験
動

画
で
見
る
ト
レ
ー
ラ
の
横
転

抑
制
装
置
の
有
効
性
」
と
題

し
て
、
実
験
動
画
に
よ
り
具

体
的
に
そ
の
有
効
性
に
つ
い

　
東
ト
協
中
央

支
部（
吉
田
浩

一
支
部
長
）は

９
月
８
日
、
中

央
区
の
月
島
社

会
教
育
会
館
ホ

ー
ル
で
、
令
和

３
年
度
第
１
回

運
転
者
講
習
会

を
開
催
し
、
会

員
事
業
者
の
運

転
者
な
ど
が
多

数
参
加
し
た
。

　
吉
田
支
部
長

は
あ
い
さ
つ

で
、「
依
然
と

し
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
続
い
て
い
る
が
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

で
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業

従
事
者
と
し
て
は
、
感
染
防

止
も
重
要
な
問
題
だ
が
、
事

故
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
が
最

優
先
と
考
え
、
講
習
会
を
行

う
こ
と
に
し
た
」
と
述
べ
、

「
交
通
事
故
は
一
瞬
で
多
く

の
人
の
命
を
奪
い
、
重
大
事

故
に
な
る
と
社
会
に
与
え
る

影
響
も
大
き
い
。
明
日
か
ら

の
安
全
運
転
に
役
立
て
て
ほ

し
い
」と
述
べ
た
。

　

講
習
会
で
は
、
月
島
警
察

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の

表
彰
規
程
に
よ
る
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
表
彰
基
準
に
該
当
す
る
対

象
者
に
つ
い
て
、
所
属
支
部

を
通
じ
て
11
月
19
日（
厳
守
）

ま
で
に
、
東
ト
協
本
部
へ
推

薦
し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
の
種
類
と
推
薦
基
準

（
１
）感
謝
状

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
お
よ

び
運
送
取
扱
事
業
の
役
員
、

ま
た
は
事
業
者
団
体
の
役
員

で
、次
に
該
当
す
る
者
。

　
①
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
お

よ
び
運
送
取
扱
事
業
の
役
員

と
し
て
20
年
以
上
そ
の
業
務

に
精
励
し
、
当
該
事
業
の
発

展
に
寄
与
し
、

そ
の
功
績
が

顕
著
な
満
50
歳

以
上
の
者

 

②
事
業
者
団
体
の
役
員
と

し
て
15
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
励
し
、
当
該
事
業
の
発
展

に
寄
与
し
、
そ
の
功
績
が
顕

著
な
満
50
歳
以
上
の
者

（
２
）表
彰
状

　
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
運

転
者
・
従
業
員
や
運
送
取
扱

事
業
の
従
業
員
、
ま
た
は
事

業
者
団
体
の
職
員
で
、
次
に

該
当
す
る
者
。

　
①
危
難
を
顧
み
ず
職
責
を

遂
行
し
、
ま
た
は
重
大
事
故

を
未
然
に
防
止
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
者

　

②
有
益
な
発
明
・
考
案
・

改
良
ま
た
は
研
究
を
行
い
、

運
送
事
業
に
著
し
い
貢
献
を

し
た
者

　
③
運
転
者
と
し
て
30
年
以

上
勤
務
し
、
成
績
優
秀
で
人

身
事
故
の
な
い
者

　
④
事
業
者
団
体
の
職
員
と

し
て
20
年
以
上
そ
の
業
務
に

精
励
し
、
当
該
事
業
の
発
展

に
著
し
く
寄
与
し
、
そ
の
功

績
が
顕
著
な
者

■
提
出
書
類
・
部
数

　

①
功
績
調
書
、
②
履
歴
書

各
１
部（
様
式
は
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
能
）

〈
注
意
事
項
〉

　

①
過
去
、
全
ト
協
会
長
よ

り
同
種
の
感
謝
状
・
表
彰
状

を
受
賞
し
た
者
は
対
象
外

　
②
推
薦
資
格
な
ど
に
関
す

る
年
数
的
要
件（
勤
続
年
数・

年
齢
な
ど
）、
お
よ
び
功
績

調
書
・
履
歴
書
の
内
容
は
、

て
、
書
面
に
よ
り
審
議
・
承

認
し
た
。

　

３
年
度
事
業
計
画
で
は
、

安
全
輸
送
お
よ
び
事
故
防
止

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、
違

法
な
営
業
類
似
行
為
を
な
く

す
な
ど
輸
送
秩
序
の
確
立
に

努
力
す
る
と
と
も
に
、
安
全

性
評
価
事
業（
Ｇ
マ
ー
ク
制

度
）の
認
定
取
得
に
向
け
て

啓
発
活
動
を
推
進
す
る
。

　

ま
た
、
環
境
対
策
や
経
営

改
善
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
支
援
制
度
に
関
す
る
情

報
提
供
と
と
も
に
、
継
続
的

に
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
活
動
を
推

進
し
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
と

燃
費
向
上
、
事
故
防
止
な
ど

に
効
果
が
あ
る
、グ
リ
ー
ン・

エ
コ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
Ｇ
Ｅ

Ｐ
）を
推
進
す
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
他
部
会
と
合

同
で
特
殊
車
両
通
行
許
可
制

度
に
つ
い
て
の
研
修
会
な
ど

を
開
催
す
る
。

て
紹
介
し
、
横
転
事
故
防
止

へ
の
活
用
を
促
し
た
。

　

な
お
、
研
修
受
講
者
に
は

来
年
度
の
貨
物
自
動
車
運
送

事
業
安
全
性
評
価
事
業（
Ｇ

マ
ー
ク
制
度
）
申
請
時
の
加

点
対
象
に
で
き
る
、
受
講
証

明
書
が
交
付
さ
れ
た
。

署
の
権
田
洋
平
交
通
課
長
が

安
全
講
話
を
行
い
、
今
年
上

半
期
の
交
通
死
亡
事
故
発
生

状
況
に
つ
い
て
説
明
し
、
自

転
車
通
勤
や
フ
ー
ド
デ
リ
バ

リ
ー
の
利
用
増
加
な
ど
に
よ

り
、
二
輪
車
・
自
転
車
の
死

亡
事
故
が
増
加
し
て
い
る
と

し
て
注
意
を
促
し
た
。

　

ま
た
、
横
断
歩
道
歩
行
中

の
事
故
は
減
っ
て
い
る
も
の

の
、
横
断
歩
道
付
近
の
事
故

が
増
加
し
て
い
る
と
指
摘
。

秋
冬
期
は
薄
暮
時
間
帯
の
事

故
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
安
全
確
認
の
徹

底
や
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
な

ど
を
呼
び
か
け
た
。

　

続
い
て
、
デ
ィ
・
ク
リ
エ

イ
ト
の
上
西
一
美
代
表
取
締

役
が「
コ
ロ
ナ
禍
で
気
を
付

け
た
い
交
通
事
故
と
そ
の
対

策
」
と
題
し
て
講
演
。
コ
ロ

ナ
禍
の
も
と
で
多
い
歩
行
者

や
自
転
車
、
二
輪
車
の
事
故

事
例
に
つ
い
て
、
ド
ラ
イ
ブ

レ
コ
ー
ダ
ー
の
映
像
を
示
し

な
が
ら
、
事
故
原
因
と
防
止

対
策
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
道
路
交
通
法

第
38
条
の
横
断
歩
道
に
お
け

る
歩
行
者
優
先
の
重
要
性
を

強
調
す
る
と
と
も
に
、
速
度

超
過
で
走
行
し
た
場
合
に
は

死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
り
、
道
交
法
違

反
で
事
故
を
起
こ
せ
ば
、
さ

ら
に
重
い
責
任
が
問
わ
れ
る

こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
よ

う
求
め
た
。

こ
と
に
し
た
。

　
東
ト
協
は
、 

Ｃ
Ｏ
２
削
減

に
向
け
た
取

り
組
み
と
し

て
、
従
来
か

ら
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
推
進

す
る
グ
リ
ー

ン
・
エ
コ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
展
開
し
て

次
の
基
準
日
に
よ
り
算
出
す

る
　
※
感
謝
状
・
表
彰
状
の
基

準
日
＝
令
和
３
年
12
月
末
日

　

③
表
彰
状
の
推
薦
対
象

は
、
東
京
都
内
の
営
業
所
に

勤
務
し
て
い
る
運
転
者
・
従

業
員
に
限
る（
他
県
の
営
業

所
で
勤
務
し
て
い
る
場
合
、各

県
ト
協
へ
の
推
薦
が
必
要
）

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
総
務
部
総
務
Ｇ（
☎
03
・

３
３
５
９・６
２
５
２
）

図
る
た
め
、
各
種
勉
強
会
を

行
う
ほ
か
、
部
会
員
が
要
望

す
る
研
修
会
・
講
演
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
情

報
交
換
な
ど
を
行
う
。ま
た
、

安
全
輸
送
対
策
な
ど
の
徹
底

を
図
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の

改
選
を
行
い
、
井
上
和
英
部

会
長
を
は
じ
め
、鈴
木
康
生・

岩
瀬
和
夫
各
副
部
会
長
を
再

任
し
た
。

生

コ

ン

（
９
月
書
面
決
議
）

舘
部
会
長
を
再
任

定
量
積
載
な
ど
徹
底

　

令
和
２
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
と
３
年
度
事
業
計

画
・
収
支
予
算
な
ど
を
書
面

に
よ
り
審
議
・
承
認
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
で
は
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
輸
送
部
会
な
ど

と
連
携
し
、
生
コ
ン
輸
送
業

界
の
懸
案
事
項
を
テ
ー
マ
と

し
た
研
修
会
を
開
催
す
る
。

あ
わ
せ
て
、
生
コ
ン
輸
送
車

両
の
定
量
積
載
運
行
や
交
通

法
規
の
遵
守
を
徹
底
し
、
輸

送
秩
序
の
確
立
と
事
故
防
止

を
図
る
。

　

ま
た
、
輸
送
効
率
向
上
な

ど
の
た
め
、
積
載
量
を
拡
大

し
た
生
コ
ン
輸
送
車
両
の
開

発
に
つ
い
て
、
車
両
メ
ー
カ

ー
な
ど
と
の
意
見
交
換
を
行

う
こ
と
を
検
討
す
る
ほ
か
、

次
世
代
を
見
据
え
た
労
働
力

確
保
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
を
行
い
、
舘
勝
宏
部
会
長

や
髙
野
誠
・
千
住
敏
弘
各
副

部
会
長
を
再
任
し
た
。

い
る
が
、
あ
わ
せ
て
、
今
回

の
ス
テ
ッ
カ
ー
配
布
な
ど
を

通
じ
て
、
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・

ス
ト
ッ
プ
へ
の
取
り
組
み
を

改
め
て
促
す
こ
と
に
し
て
い

る
。

保
守
管
理
徹
底
し
事
故
防
止

保
守
管
理
徹
底
し
事
故
防
止

新
た
な
特
車
制
度
な
ど
解
説

新
た
な
特
車
制
度
な
ど
解
説

トレーラ適正使用とトレーラ適正使用と
法改正に係る研修会法改正に係る研修会

東ト協・全ト協

薄
暮
時
間
帯
に
要
注
意

薄
暮
時
間
帯
に
要
注
意

歩
行
者
優
先
の
徹
底
を

歩
行
者
優
先
の
徹
底
を

運
転
者
講
習
会

運
転
者
講
習
会

中
央
支
部

東
ト
協

全会員にステッカー配布全会員にステッカー配布

東ト協

アイドリング
ＳＴＯＰ！
アイドリング
ＳＴＯＰ！

全
ト
協
功
労
者
表
彰

全
ト
協
功
労
者
表
彰

対象者の推薦を ！

1111月1919日
推薦期限
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日　時   9月  3日（金） ７時３２分頃発生（雨天）
場　所 北区内（都道  環七通り 内回り）
当事者 自動二輪車（男性60代死亡）×事業用大型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至 西新井

至 板橋本町 陸橋上

北区神谷

概　要
事業用大型貨物車が片側二車線道路を走行中、後方から
走行してきた自動二輪車がすり抜けようとした際に何らかの
理由により転倒・路面滑走し、事業用大型貨物車の前車輪
と後車輪の間に入り込み、運転者を轢過したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

注： 営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の
      件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。
※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和３年８月末年間累計
安全

不確認
前方

不注意
交差点

安全進行
歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発 

生 

件 

数

大
型

１当件数１当件数 68 35 16 7 0 8 3 0 0 37 174
関与事故件数関与事故件数 67 30 18 7 0 5 3 0 0 71 201
（前年比）（前年比） +3 +1 +6 +5 ±0 ±0 –3 ±0 ±0 ±0 +12

中
型

１当件数１当件数 45 41 19 6 0 6 3 0 0 32 152
関与事故件数関与事故件数 47 36 25 6 0 6 2 0 0 71 193
（前年比）（前年比） –9 +2 +7 +2 –1 ±0 –1 ±0 ±0 +4 +4

準
中
型

１当件数１当件数 92 44 22 7 3 12 7 0 0 62 249
関与事故件数関与事故件数 90 44 29 7 3 10 7 0 0 126 316
（前年比）（前年比） –5 –24 –17 ±0 +2 +1 +3 ±0 –2 –2 –44

普
通・軽

１当件数１当件数 277 97 119 20 10 28 16 2 0 120 689
関与事故件数関与事故件数 292 93 148 20 10 29 16 2 0 316 926
（前年比）（前年比） +57 –13 +25 –8 –2 +2 +4 –2 ±0 +7 +70

合
計

１当件数１当件数 482 217 176 40 13 54 29 2 0 251 1,264
関与事故件数関与事故件数 496 203 220 40 13 50 28 2 0 584 1,636
（前年比）（前年比） +46 –34 +21 –1 –1 +3 +3 –2 –2 +9 +42

死
者
数

大型貨物車（１当）大型貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2
中型貨物車（１当）中型貨物車（１当） 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1
準中型貨物車準中型貨物車（１当）（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
普通・軽貨物車（１当）普通・軽貨物車（１当） 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 2

 「青だけど  車は私を 「青だけど  車は私を
          見てるかな！」          見てるかな！」

  令和３年８月
末現在の都内全

域の交通事故発生件数（本
年累計）は17,458件で、前
年同期比1,454件増加し、
死者は81人で前年同期比
９人の減少となった。
　営業用貨物車の関与事
故（「違反別」表の下段「注」
参照）発生件数（本年累計）
は1,636件で、前年同期比

42件増加し、死者は５人
で同２人の減少となった。
　事故類型別では、右左折
時の車両相互事故が211
件で、前年同期比７件増加
し、死者は１人だった。
　違反別では、安全不確
認による関与事故件数が
496件で、前年同期比46件
の増加となっている。

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、９
月
６
日
に
開
催
し
た

第
１
１
７
回
交
通
対
策
委
員

会
で
、「
飲
酒
運
転
根
絶
に

向
け
た
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界

の
取
り
組
み
強
化
に
つ
い

て
」
を
決
議
し
、
事
業
用
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る

飲
酒
運
転
の
根
絶
に
向
け
て

取
り
組
み
強
化
を
呼
び
か
け

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、第
61
回「
正
し
い
運
転
・

明
る
い
輸
送
運
動
」（
11
月
16

日
～
令
和
４
年
１
月
10
日
）

を
実
施
す
る
。

　

交
通
・
労
働

災
害
事
故
の
防

止
や
輸
送
秩
序

の
確
立
な
ど
に

よ
り
、
年
末
年

始
の
輸
送
繁
忙

期
に
お
け
る
安

全
・
安
心
な
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
毎

年
、
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
と
の
共
催
で
実
施
し
て

い
る
も
の
。

　

実
施
事
項
と
し
て
は
、
飲

酒
運
転
の
根
絶
や
、
追
突
事

故
お
よ
び
交
差
点
に
お
け

る
事
故
防
止
の
徹
底
、
過
労

運
転
防
止
の

徹
底
、
確
実

な
点
呼
の
実

施
、携
帯
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
禁

止
の
徹
底
、

健
康
診
断
受

診
の
徹
底
な

ど
15
項
目
を

掲
げ
、
経
営

ト
ッ
プ
と
管

理
者
、
従
業
員
が
一
体
と
な

っ
て
取
り
組
む
よ
う
求
め
て

い
る
。

　
令
和
３
年
度

「
全
国
労
働
衛

生
週
間
」（
10
月

１
～
７
日
）が

実
施
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
東

京
労
働
局
で
は

労
働
衛
生
意
識

の
高
揚
と
、
事

業
場
に
お
け
る

東
労
局
と
東
京
労
働
基
準
協

会
連
合
会
な
ど
は
10
月
１
日

か
ら
31
日
ま
で
、「
産
業
保

健
フ
ォ
ー
ラ
ム 

Ｏ
ｎ
ｌ
ｉ

ｎ
ｅ 

２
０
２
１
」を
開
催
す

る
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
関
し
て
、
労
働
衛
生

の
専
門
家
に
よ
る
特
別
講
演

や
企
業
に
よ
る
取
り
組
み
事

例
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
る
。

　

新
型
感
染
症
が
続
く
中

で
、
昨
年
度
に
続
き
オ
ン
ラ

イ
ン
で
開
催
し
、
東
京
労
働

基
準
協
会
連
合
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

で
公
開
す
る
。

て
い
る
。

　
６
月
に
千
葉
県
で
飲
酒
運

転
の
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
に
よ

る
小
学
生
死
傷
事
故
が
発
生

し
、
飲
酒
運
転
が
改
め
て
社

会
問
題
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
う
し
た
中
で
７
月
上
旬
に

は
事
業
用
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
よ
る
飲
酒
運
転
事
案

が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
た
め
、
全
ト
協
で
は

「
極
め
て
憂
慮
す
べ
き
事
態
」

と
受
け
止
め
、
こ
う
し
た
事

態
が
続
け
ば「
運
送
業
界
全

体
の
体
質
的
な
問
題
」
と
捉

え
ら
れ
、
社
会

的
信
頼
性
が
著

し
く
失
墜
す
る

と
し
て
、
業
界

が
一
丸
と
な
っ

て
、
根
絶
に
向

け
た
取
り
組
み

を
強
化
す
る
旨

決
議
し
た
。

　
決
議
事
項
は
、次
の
通
り
。

　

〇
各
事
業
所
に
お
い
て

は
、
乗
務
前
後
の
対
面
点
呼

時
は
も
と
よ
り
、
対
面
で
な

く
電
話
そ
の
他
の
方
法
で
行

う
点
呼
の
場
合
に
お
い
て

も
、
ア
ル
コ
ー
ル
検
知
器
を

用
い
た
酒
気
帯
び
の
有
無
の

確
認
が
確
実
に
行
え
る
点
呼

実
施
体
制
が
確
立
で
き
て
い

る
か
再
確
認
し
、
必
要
に
応

じ
た
見
直
し
を
行
う

　

〇
各
事
業
所
に
お
い
て

は
、
交
通
安
全
運
動
な
ど
の

機
会
を
捉
え
、
事
業
用
ト
ラ

ッ
ク
が
関
係
し
た
飲
酒
運
転

事
故
事
例
を
周
知
す
る
な
ど

し
て
、
運
転
者
に
対
す
る
飲

酒
運
転
根
絶
意
識
の
徹
底
を

図
る

　
〇
各
都
道
府
県
ト
ラ
ッ
ク

協
会
に
お
い
て
は
、
飲
酒
運

転
根
絶
に
向
け
た
他
県
の
取

り
組
み
事
例
に
つ
い
て
情
報

の
共
有
化
を
図
り
、
各
地
域

の
実
情
に
応
じ
、
飲
酒
運
転

根
絶
に
向
け
た
効
果
的
な
取

り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
す

る
。
具
体
的
に
は
、
次
の
取

り
組
み
を
行
う

　
▽
会
員
事
業
所
所
属
の
全

て
の
ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
の
飲

酒
運
転
し
な
い
こ
と
の
宣
誓

書
の
署
名
活
動

　

▽
フ
ェ
リ
ー
乗
り
場
、
Ｓ

Ａ
・
Ｐ
Ａ（
サ
ー
ビ
ス
・
パ

ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
）、
Ｔ
Ｓ

（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

な
ど
で
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
に
対
す
る
飲
酒
の
有
無

の
自
主
点
検
や
、
街
頭
啓
発

活
動

　

全
ト
協
で
は
、
こ
う
し
た

決
議
文
を
掲
載
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
・
ポ
ス
タ
ー（
写
真
）

を
配
布
し
、
根
絶
に
取
り
組

む
よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。

自
主
的
労
働
衛
生
管
理
活
動

の
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
行
う
。

　

今
年
度
の
全
体
ス
ロ
ー
ガ

ン
は「
向
き
合
お
う
！ 

こ
こ

ろ
と
か
ら
だ
の 

健
康
管
理
」。

　

同
週
間
の
一
環
と
し
て
、

点
呼
実
施
体
制
の
再
確
認

点
呼
実
施
体
制
の
再
確
認

宣
誓
書
の
署
名
活
動
な
ど

宣
誓
書
の
署
名
活
動
な
ど

全ト協

飲酒運転根絶飲酒運転根絶
  へ 決 議へ 決 議全ト協　  第61回

正しい運転・
明るい輸送運動
11月16日〜4年1月10日

全
国
労
働
衛
生
週
間

全
国
労
働
衛
生
週
間

1010
月月
１１
～～
７７
日日

東
労
局

産業保健フォーラム産業保健フォーラム
オンライン開催オンライン開催
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●
厚
生
労
働
省
、
中
小
企

業
な
ど
の
生
産
性
向
上
を
図

り
、
事
業
場
内
の
最
低
賃
金

引
き
上
げ
を
支
援
す
る
た

め
、
業
務
改
善
助
成
金
の
特

例
的
な
要
件
緩
和
や
拡
充
措

置
を
実
施
す
る（
１
日
）

　

●
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協

会
、
浅
井
隆
会
長
な
ど
が
東

京
都
議
会
自
由
民
主
党
の
小

宮
あ
ん
り
新
幹
事
長
な
ど
を

表
敬
訪
問
し
、
ト
ラ
ッ
ク
運

転
者
な
ど
運
送
事
業
従
事
者

に
対
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
の
優
先
接
種
を
改
め
て

要
望
す
る（
２
日
）

　

●
政
府
、
第
２
回
交
通
安

全
対
策
に
関
す
る
関
係
閣
僚

会
議
を
開
催
し
、
千
葉
県
で

　
東
京
運
輸
支
局
は
９
月
16

日
付
で
、
令
和
３
年「
自
動

車
運
送
事
業
運
転
者
東
京

運
輸
支
局
長
表
彰
」
を
行
っ

た
。
今
年
の
受
賞
者
は
、
ト

ラ
ッ
ク
な
ど
４
部
門
合
計
で

３
２
０
人
で
、
こ
の
う
ち
東

京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
関
係
で

は
92
氏
が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
伴
い
、

開
催
を
自
粛
し
、
郵
送
に
よ

り
表
彰
状
を
贈
り
、
受
賞
各

氏
の
功
労
を
表
彰
し
た
。

　
東
ト
協
関
係
の
受
賞
者
は

次
の
通
り（
敬
称
略
、
カ
ッ

コ
内
は
会
社
名
・
支
部
名
）。

　
荒
関
利
貴
雄（
長
井
運
送・

港
）▽
髙
梨
毅（
同
）▽
松
澤

重
利（
日
本
ロ
ジ
テ
ム
・
品

川
）
▽
折
田
正
志（
同
）
▽

発
生
の
自
家
用
ト
ラ
ッ
ク
に

よ
る
小
学
生
死
傷
事
故
を
踏

ま
え
、「
通
学
路
等
に
お
け

る
交
通
安
全
の
確
保
及
び
飲

酒
運
転
の
根
絶
に
係
る
緊
急

対
策
」を
決
定
す
る（
４
日
）

　

●
東
京
都
、
都
開
設
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン（
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
）

大
規
模
接
種
会
場
の
う
ち
、

３
会
場（
都
庁
北
・
南
各
展

望
室
ワ
ク
チ
ン
接
種
セ
ン
タ

ー
、
乃
木
坂
ワ
ク
チ
ン
接
種

会
場
）の
接
種
対
象
に
、
都

内
の
物
流
・
運
送
サ
ー
ビ
ス

従
事
者
な
ど
を
追
加
・
拡
大

す
る
こ
と
を
発
表（
13
日
）

　

●
政
府
、
新
型
感
染
症
拡

大
に
伴
い
、
東
京
都
な
ど
６

都
府
県
に
対
す
る
緊
急
事
態

宣
言
を
９
月
12
日
ま
で
延
長

す
る
と
と
も
に
、７
府
県
を

対
象
地
域
に
追
加
す
る
こ
と

な
ど
を
決
定
す
る（
17
日
）

　

●
厚
労
省
、
新
型
感
染
症

作
㔫
美
洋
勝（
浅
井
・
大
田
）

▽
相
澤
修
一（
同
）
▽
長
谷

川
晋
一（
同
）▽
芳
賀
進（
同
）

▽
坂
本
康
治（
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ

Ｄ
Ｏ
ク
ー
ル
フ
ロ
ー
・
杉

並
）
▽
小
俣
光（
同
）
▽
小

俣
博
史（
同
）
▽
清
水
裕
樹

（
同
）
▽
増
田
則
一（
同
）
▽

増
淵
貴
裕（
同
）
▽
大
木
信

子（
同
）
▽
中
野
祥
吾（
同
）

▽
田
松
行
聖（
同
）
▽
渡
邊

覚（
同
）
▽
立
花
誠（
同
）
▽

伊
東
裕
治（
ア
ド
バ
ン
ス
芙

蓉・板
橋
）▽
渋
谷
弘
美（
同
）

▽
小
林
哲
也（
同
）
▽
青
木

吾
朗（
同
）▽
田
代
光
子（
同
）

▽
入
澤
哲
也（
同
）
▽
齋
藤

勇
太（
同
）▽
宇
賀
洋
之（
徳

丸
商
運
・
板
橋
）
▽
田
中
浩

（
北
斗
シ
ス
テ
ム
輸
送
・
板

橋
）▽
柳
沼
洋
之（
同
）▽
菊

地
功（
王
子
運
送
・
北
）
▽

佐
々
木
正
人（
同
）
▽
杉
山

昌
行（
同
）▽
中
島
浩
司（
同
）

▽
堀
之
内
照
義（
同
）
▽
下

澤
敦（
田
口
運
送
・
北
）
▽

高
柳
剛（
同
）
▽
石
井
義
夫

（
同
）▽
石
澤
千
明（
藤
田
運

送
・
北
）
▽
新
井
哲
也（
三

喜
運
輸
・
深
川
）
▽
瀬
尾
浩

司（
ア
ペ
ニ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
江
戸
川
）
▽
井
野

川
誠（
開
星
運
輸
・
江
戸
川
）

▽
宮
本
博
行（
同
）
▽
金
子

寿（
同
）
▽
呉
本
龍
一（
同
）

▽
工
藤
芳
彦（
同
）
▽
工
藤

裕
太（
同
）▽
高
橋
明
弘（
同
）

▽
山
口
和
夫（
同
）
▽
小
張

明
満（
同
）▽
石
河
賢
治（
同
）

▽
竹
部
広
巳（
同
）
▽
梅
原

良
修（
同
）▽
髙
山
忠
幸（
同
）

▽
松
田
和
彦（
ふ
そ
う
運
搬

社
・
足
立
）▽
唐
牛
勇（
同
）

▽
廣
瀬
英
昭（
同
）
▽
安
村

隆
一（
ウ
イ
ン
ロ
ー
ダ
ー
・

多
摩
）▽
植
木
実（
同
）▽
嶋

田
広
之（
ト
ー
シ
ョ
ー
・
多

摩
）
▽
櫻
井
宏
次（
同
）
▽

菅
原
愛（
共
栄
興
産
・
多
摩
）

▽
青
山
勝
己（
佐
藤
清
運
・

多
摩
）
▽
福
田
亮（
同
）
▽

海
老
原
裕
子（
三
星
・
運
送
、

多
摩
）
▽
宮
新
一
郎（
清
野

運
送・多
摩
）▽
古
内
孝（
同
）

▽
小
嶋
宏
彰（
同
）
▽
尾
亦

文
男（
同
）▽
岡
田
智
樹（
石

川
興
業
運
輸
・
多
摩
）
▽
加

藤
真
理（
同
）▽
韓
鎮
二（
同
）

▽
宮
原
千
明（
同
）
▽
山
田

亮（
同
）
▽
小
幡
敬
二（
同
）

▽
松
本
秀
樹（
同
）
▽
新
井

臣
大
朗（
同
）
▽
大
熊
晃
幸

（
同
）
▽
中
島
博
幸（
同
）
▽

田
代
光
重（
同
）
▽
島
田
弘

樹（
同
）
▽
藤
原
明
彦（
同
）

▽
服
部
孝
史（
同
）
▽
伊
藤

秀
彰（
多
摩
運
送
・
多
摩
）

▽
乙
津
剛（
同
）
▽
岩
浪
仁

（
同
）
▽
藤
原
弘（
同
）
▽
備

康
教（
同
）▽
望
月
美
剛（
同
）

▽
北
山
泰
將（
同
）
▽
浦
野

浩
光（
東
京
ユ
ニ
オ
ン
物
流・

多
摩
）▽
高
杉
厚（
同
）▽
鈴

木
久
雄（
同
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
、
厚
生
労
働
省
委
託
事

業「
就
職
氷
河
期
世
代
の

方
向
け
の
短
期
資
格
等
習

得
コ
ー
ス
事
業
」（
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー
に
な
る
た

め
の
運
転
免
許
取
得
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
）を
紹
介
し

た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト（
令

和
３
年
度
版
）（
写
真
）

を
作
成
し
た
。

　
全
ト
協
で
は
厚
労
省

委
託
事
業
と
し
て
、
就

職
氷
河
期
世
代
の
求
職

者
に
対
し
、
ト
ラ
ッ
ク

乗
務
に
必
要
な
免
許
取

得
や
基
礎
知

識
の
習
得
、

職
場
体
験
会

な
ど
の
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
す
る

と
と
も
に
、

求
人
が
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
い
、
就
職

を
支
援
し
て
い
る
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
同
事

業
を
活
用
し
て
、
求
人
・
採

用
を
行
い
た
い「
ト
ラ
ッ
ク

運
送
事
業
者
の
た
め
の
手
引

き
」と
し
て
作
成
し
た
も
の
。

　
活
用
の
手
順
と
し
て
は
ま 

ず
、
全
ト
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
Ｈ
Ｐ
）に
掲
載
の
運
転
免

許
取
得
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

関
す
る
会
員
事
業
者
向
け
説

明
動
画
を
視
聴
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
流
れ
を
確
認
。
そ
の

上
で
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

人
票
を
提
出
す
る
と
と
も

に
、
同
事
業
の
特
設
ペ
ー
ジ

で
求
人
情
報
を
登
録
す
る
。

　
登
録
し
た
会
員
事
業
者
の

　
東
京
都
と

神
奈
川
・
千

葉
・
埼
玉
各

県
を
エ
リ
ア
と
す
る
、「
大

型
車
通
行
適
正
化
に
向
け
た

関
東
地
域
連
絡
協
議
会
」（
事

務
局
・
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
道
路
部
交
通
対
策

課
）は
、今
年
も
10
月
を「
大

型
車
通
行
適
正
化
推
進
月

間
」と
位
置
付
け
、「
重
量
守

り
、
道
路
を
守
ろ
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
各
種
啓
発
活
動

を
展
開
す
る（
写
真
＝
啓
発

用
チ
ラ
シ
／
次
号
10
月
10
日

号
に
同
封
）。

　
同
連
絡
協
議
会
で
は
老
朽

化
が
進
む
道
路
構
造
物
を
守

る
た
め
、
重
量
オ
ー
バ
ー
の

大
型
車
両
の
走
行
抑
止
を
目

的
に
、
継
続
的
に
広
報
活
動

を
中
心
と
し
た
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
よ

り
効
果
的
に
展
開
す
る
た

め
、10
月
を
推
進
月
間
と
し

て
各
種
啓
発
活
動
を
行
う
も

の
で
、
特
に
荷
主
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
し
て
、
特
殊

車
両
通
行
許
可
制
度

の
遵
守
の
重
要
性
を

周
知
す
る
活
動
を
行

う
。
今
年
度
は
、
新

た
に
工
事
発
注
部
署

に
お
け
る
特
車
通
行

許
可
制
度
の
認
知
状

況
を
調
査
す
る
予
定
。

　
重
量
オ
ー
バ
ー
は
道
路
を

傷
め
る
だ
け
で
な
く
、
他
の

道
路
利
用
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー

自
身
の
命
に
も
関
わ
る
危

険
な
行
為
。
し
か
し
、
荷
主

と
運
送
事
業
者
と
の
力
関
係

や
商
慣
習
な
ど
を
要
因
と
し

て
、
依
然
、
重
量
オ
ー
バ
ー

に
つ
な
が
る
荷
主
か
ら
の
指

示
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
の

が
実
情
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
年
の
推
進
月

間
で
は「
重
量
オ
ー
バ
ー
に

は
、
Ｎ
Ｏ
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
て
啓
発
活
動
を

展
開
。
荷
主
の
重
量
オ
ー
バ

ー
違
反
へ
の
関
与
を
調
査

し
、
主
体
的
な
関
与
が
認
め

ら
れ
た
場
合
、
荷
主
名
が
公

表
さ
れ
る
と
注
意
を
促
し
、

重
量
オ
ー
バ
ー
の
強
要
な
ど

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
る
。

　

一
方
、
運
送
事
業
者
に
対

し
て
も
、
重
量
オ
ー
バ
ー
違

反
走
行
は
、
運
転
者
・
事
業

者
と
も
に
罰
則
対
象
と
な

り
、
悪
質
な
違
反
は
即
時
に

告
発
さ
れ
る
と
注
意
喚
起

し
、
適
正
な
通
行
を
呼
び
か

け
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
同
連
絡
協
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
啓
発
動

画
な
ど
を
掲
載
し
、
複
数
局

で
ラ
ジ
オ
広
報（
10
月
29
～

31
日
）も
行
う
予
定
。

拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

の
延
長
に
伴
い
、
雇
用
調
整

助
成
金
な
ど
の
特
例
措
置
に

つ
い
て
、11
月
末
ま
で
継
続

す
る
と
発
表（
17
日
）

　

●
東
京
労
働
局
、
東
京
都

最
低
賃
金
を
10
月
１
日
か

ら
、28
円
引
き
上
げ
、
時
間

額
１
０
４
１
円
と
す
る
こ
と

を
公
示
す
る（
19
日
）

　

●
東
京
貨
物
運
送
健
康
保

険
組
合
、
９
月
か
ら
実
施
す

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
の
職
域
接
種
に
つ
い

て
、
予
約
受
付
を
開
始
す
る

（
23
日
）

　

●
東
労
局
、
中
小
企
業
な

ど
の
最
低
賃
金
へ
の
対
応
を 

支
援
す
る
た
め
、
９
・
10

月
に「
最
低
賃
金
・
支
援

策
周
知
強
化
期
間
～
応
援

し
ま
す
！ 

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

１
０
４
１
さ
い
ち
ん
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
実
施
す
る
こ
と

を
発
表（
31
日
）

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、令
和
３
年
度「
ト

ラ
ッ
ク
の
日
」（
10
月
９
日
）

ポ
ス
タ
ー（
写
真
）を
作
成
・

配
布
し
、「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

の
周
知・Ｐ
Ｒ
に
活
用
す
る
。

　

今
年
度
ポ
ス
タ
ー
は「
ト

ラ
ッ
ク
の
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
に

映
る
の
は
、『
あ
り
が
と
う
』

の
笑
顔
で
す
。」
を
メ
ー
ン

コ
ピ
ー
と
し
た
も
の
。
コ
ロ

ナ
禍
の
中
で
も 

「
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
」

と
し
て
、
社
会

を
支
え
続
け
る

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

の
役
割
を
果
た

　
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

こ
の
ほ
ど
、
就
職
を
検
討
し

て
い
る
高
校
生
な
ど
学
生
向

け
に
、
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
仕

事
内
容
や
魅
力
を
紹
介
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト『
Ｔ
Ｒ
Ｙ
！

Ｔ
Ｒ
Ｕ
Ｃ
Ｋ
!!
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｓ

Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
!!!
』（
２
０
２
１
年

版
）を
作
成
し
た
。

　

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
役
割
、

お
よ
び
ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事

内
容
と
１
日
の
仕
事
の
流
れ

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
免

許
制
度
を
解
説
し
た
就
職
ガ

イ
ド
な
ど
を
掲
載
。

　
な
お
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、

全
国
の
高
校
・
専
門
学
校
な

ど
に
配
布
し
て
い
る
。

求
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
訓
練
修
了

者（
求
職
者
）に
優
先
的
に

提
示
し
、
訓
練
修
了
者
よ
り

就
職
希
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
登
録
事
業
者
へ
紹
介
連
絡

を
行
い
、
採
用
試
験
や
面
接

な
ど
の
実
施
を
案
内
す
る
。

　

詳
細
は
、
全
ト
協
Ｈ
Ｐ
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
バ
ナ
ー
／
厚
労

省
委
託
事
業「
就
職
氷
河
期

世
代
」就
職
支
援
を
参
照
。

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
る
。

　

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
作
成
に

当
た
っ
て
は
デ
ザ
イ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
を
実
施
し
、
グ
ラ
ン

プ
リ
作
品（
東
京
都
・
園
田

高
宏
氏
の
作
品
）を
デ
ザ
イ

ン
と
し
て
採
用
し
た
。

コロナ禍の中で
社会支える役割

◇８月分◇

東
ト
協
関
係
92
氏
が
受
賞

令和３年

東京運輸支局長東京運輸支局長
自動車運転者表彰自動車運転者表彰

「
就
職
氷
河
期
世
代
」

支
援
事
業
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
全ト協

重量オーバーに重量オーバーに「ＮＯＮＯ」
10月に適正化推進月間10月に適正化推進月間

大型車通行適正化
関東地域連絡協議会

ド
ラ
イ
バ
ー
の
仕
事

紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「
ト
ラ
ッ
ク
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
を
作
成

全ト協

全
ト
協

２
０
２
１
年
版

事業者の「手引き」



（８）第1232号 ２０２１年（令和３年） ９月25日

　

新
規
感
染
者

数
が
減
少
傾
向

と
は
い
え
、
ま

だ
ま
だ
止
ま
な

い
コ
ロ
ナ
騒
動
。

こ
う
も
長
引
く
と
気
が
滅

入
っ
て
く
る
が
、
世
の
中

は
確
実
に
動
い
て
お
り
、

良
い
も
悪
い
も
有
無
を
言

わ
せ
な
い
◆
こ
の
瞬
間
に

も
、
日
本
で
は
高
齢
化
が

進
み
、
世
界
の
中
で
も
突

出
し
て
高
齢
者
の
割
合
が

高
く
、
ま
さ
に「
高
齢
化

社
会
」を
現
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
、９
月
20
日
は「
敬

老
の
日
」
で
あ
っ
た
◆
65

歳
以
上
の
人
口
が
ど
ん
ど

ん
増
え
、
働
く
高
齢
者
の

割
合
は
４
人
に
１
人
と
い

う
。
も
は
や
、
わ
が
国
は

高
齢
者
が
働
く
こ
と
で
成

り
立
っ
て
い
る
と
も
言
え

よ
う
か
。
思
慮
分
別
が
際

立
つ
社
会
で
あ
る
は
ず
で

あ
る
が
、
ど
う
も
そ
う
で

は
な
い
ら
し
い
。
む
し
ろ

負
担
が
多
い
◆
高
齢
者
で

あ
る
が
故
に「
も
ど
か
し

さ
」
が
あ
る
。
や
は
り
若

者
た
ち
が
嬉
々
と
躍
動
し

て
い
る
国
は
、
将
来
が
明

る
く
見
え
る
。
さ
り
と

て
、
現
実
を
ど
う
変
化
さ

せ
る
か
は
難
し
い
問
題
だ

◆
高
齢
者
が
、
若
者
た
ち

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
仕

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
思
う
よ
う
に
な
ら
な

い
。
理
屈
が
多
く
、
体
力

が
及
ば
な
い
老
化
現
象
、

そ
れ
が
若
者
を
萎
縮
さ
せ

る
◆
ど
う
し
た
ら
、
若
者

が「
嬉
々
と
」
し
て
働
け

る
社
会
に
し
て
い
け
る
の

か
。
社
会
の
あ
り
方
自
体

も
問
わ
れ
て
い
る
。

 【北の丸公園】
住所：千代田区北の丸公園１ー１

　
前
例
の
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
行
わ
れ
た
東
京
２
０
２

０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
終
了

し
、
盛
り
上
が
っ
た
熱
気
も

既
に
過
去
の
も
の
と
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア

ム
を
は
じ
め
、
競

技
会
場
周
辺
道
路

で
は
、
関
連
施
設
の
撤
去
工

事
に
伴
う
交
通
規
制
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、９
月
末

ま
で
に
は
終
了
す
る
見
込
み

で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
競
技
会
場

を
仮
設
し
た
潮
風
公
園（
品

川
区
）、
お
台
場
海
浜
公
園

（
港
区
）、
辰
巳
の
森
海
浜
公

園（
江
東
区
）な
ど
で
は
、公

園
お
よ
び
周
辺
道
路
で
の
規

制
が
続
い
て
お
り
、
撤
去
工

事
が
終
了
す
る
ま
で
立
ち
入

り
規
制
は
解
除
さ
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
解
除
の
時
期
も
未

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
オ
リ
・
パ
ラ
期
間
中
か
ら

一
部
、
通
行
規
制
が
行
わ
れ

て
い
た
北
の
丸
公
園（
千
代

田
区
）は
10
月
１
日
か
ら
、

規
制
が
解
除
さ
れ
ま
す
。
メ

ダ
ル
ラ
ッ
シ
ュ
の
柔
道
や
空

手
の
競
技
会
場
と
な
っ
た
、

日
本
武
道
館
に
も
立
ち
寄
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
行
動
制

限
が
続
く
中
、
休
日
に
は
気

軽
に
公
園
な
ど
を
利
用
し
て

体
を
動
か
し
、
オ
リ
・
パ
ラ

競
技
の
熱
戦
を
振
り
返
り
つ

つ
、〝
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
〟を
実

践
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
９
月
21
日
は
中
秋
の
名
月
で

し
た
が
、お
月
見
は
し
ま

し
た
か
？

　
月
に
は
ど
こ
か
心
揺
さ

ぶ
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す
。
英
語
でLunatic

（
ル
ナ
テ
ィ
ッ
ク
）は
、愚

か
な
、狂
気
の
と
い
っ
た

意
味
が
あ
り
ま
す
。
ル

ナ
の
由
来
は
、ロ
ー
マ
神

話
に
登
場
す
る
月
の
女

神
で
す
。

　
太
陽
が
常
に
明
る
く
、

大
き
な
円
を
描
い
て
い

る
の
に
対
し
、月
は
満
月

が
だ
ん
だ
ん
細
く
な
っ
て
い

き
、
最
後
は
消
え
る
な
ど
移
ろ

い
や
す
い
。そ
ん
な
と
こ
ろ
が
、

人
の
性
格
と
似
て
い
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
夜
空
に

浮
か
ぶ
月
も
、
そ
の
時
の
心
持

ち
に
よ
っ
て
見
え
方
も
変
わ
っ

て
く
る
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
衣
料
品
通
販
サ

イ
ト「
Ｚ
Ｏ
Ｚ
Ｏ
」
創
業
者
の

前
澤
友
作
さ
ん
は
、
民
間
人
初

の
月
旅
行
へ
の
挑
戦
を
表
明

し
、
月
に
行
く
同
乗
者
８
人
を

募
集
し
ま
し
た
。
２
０
２
３

年
に
宇
宙
船「
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
」

に
乗
っ
て
地
球
を
飛
び
立
ち
、

１
週
間
か
け
て
月
の
裏
側
を

回
り
、
地
球
に
戻
っ
て
く
る
と

の
こ
と
で
す
。

　

人
類
初
の
月
面
着
陸
か
ら

52
年
。
月
旅
行
も
可
能
な
時

代
に
な
り
ま
し
た
が
、 

総
額
費

用
は
９
人
で
７
５
０
億
円
を

超
え
る
見
込
み
で
す
。

　

月
旅
行
は
ち
ょ
っ
と
無
理

と
い
う
人
で
も
、
身
近
に
月
や

宇
宙
を
知
る
機
会
は
あ
り
ま

す
。
例
年
な
ら
、
秋
に
は
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ（
宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構
）や
国
立
天
文
台
な
ど
が
、

宇
宙
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
残
念
な

が
ら
軒
並
み
中
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
、
池
袋
の
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
60
で
は
、
天
体
鑑
賞
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
京

ド
ー
ム
シ
テ
ィ
に
あ
る
宇
宙

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム「
T
e
N
Q
」

で
は
、
秋
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
３
年
に
は
、
地
球
か

ら
約
１・
３
億
キ
ロ
も
離
れ
た

太
陽
系
の
小
惑
星
ベ
ン
ヌ
に
送

り
込
ま
れ
た
探
査
機
が
、
塵
や

小
石
な
ど
の
サ
ン
プ
ル
を
採
取

し
て
地
球
に
戻
っ
て
く
る
予
定

で
す
。

　
ベ
ン
ヌ
は
太
陽
系
が
誕
生
し

た
当
初
か
ら
存
在
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
、
地
球
に
水
が
も
た

ら
さ
れ
た
経
緯
な
ど
、
生
命
の

起
源
を
知
る
手
掛
か
り
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
秋
の
夜
長

に
宇
宙
を
思
う
の
も
悪
く
な
い

で
し
ょ
う（
写
真
＝
羽
田
空
港
に

浮
か
ぶ
月
／
９
月
20
日
撮
影
）。

　
　ライター ライター 

八街千尋八街千尋
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鎌
倉
時
代
に
、「
元
」
の
２
度

に
わ
た
る
日
本
襲
来
を
鎌
倉
武

士
が
撃
退
し
た
こ
と
を
描
い
た

「
蒙

も
う
こ
し
ゅ
う
ら
い
え
こ
と
ば

古
襲
来
絵
詞
」や
、伊
藤
若

じ
ゃ
く
ち
ゅ
う
 

冲

の「
動

ど
う
し
ょ
く
さ
い
え

植
綵
絵
」
な
ど
、
皇
室
関
連

の
名
品
５
件
が
国
宝
に
指
定
さ
れ

た
。

　

蒙
古
襲
来
は
１
２
７
４（
文
永

11
）年
の
文
永
の
役
と
、１
２
８
１

（
弘
安
４
）年
の
弘
安
の
役
が
あ
り
、

絵
詞
は
実
戦
に
参
加
し
た
肥
後
国

の
御
家
人
・
竹
崎
季す

え
な
が

長
が
絵
師
に

描
か
せ
た
も
の
の
よ
う
だ
。
文
永
の

役
で
、季
長
が「
弓
箭
の
道
、先
を
以

て
賞
と
す（
先
駆
け
が
武
門
の
誉
れ
）」

と
叫
ん
で
駆
け
入
っ
た
話
は
有
名
。

そ
れ
が
功
を
奏
し
た
の
か
、幕
府
か

ら
先
駆
け
の
恩
賞
を
受
け
た
経
緯
な

ど
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
絵
詞
制
作
に
季
長
本
人
が
関
与
し

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、さ
ら
に
、戦
闘

場
面
は
鎌
倉
武
士
だ
け
で
な
く
蒙
古

軍
の
様
子
も
描
か
れ
て
い
る
な
ど
、

鎌
倉
時
代
の
合
戦
絵
巻
と
し
て
美
術

史
ば
か
り
で
な
く
、鎌
倉
時
代
の
第

一
次
資
料
と
し
て
歴
史
的
に
も
重
要

な
作
品
だ
。

　
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の
舞

台
が
鎌
倉
時
代
で
あ
り
、関
連
本
な

ど
が
こ
れ
か
ら
書
店
を
賑
わ
す
だ
ろ

う
が
、蒙
古
襲
来
に
は
、な
ぜ
蒙
古
軍

が
一
夜
に
し
て
い
な
く
な
っ
た
の
か

な
ど
の
謎
が
あ
り
、関
心
が
高
ま
る
。

　
チ
ン
ギ
ス
・
ハ
ー
ン
が
モ
ン
ゴ
ル

民
族
を
統
一
し
、そ
の
後
継
者
が
中

国
・
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
ま
た
が
る

大
帝
国
を
建
国
し
た
。

孫
の
フ
ビ
ラ
イ
・
ハ
ー

ン
が
国
号
を「
元
」と
改

め
、日
本
に
通
交
を
求
め
て
き
た
が
、

日
本
側
が
無
視
し
て
返
書
を
送
ら
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、日
本
に
襲
来
し

た
。

　

文
永
の
役
で
は
、３
万
の
兵
で
対

馬
と
隠
岐
を
攻
め
て
か
ら

博
多
湾
に
上
陸
し
た
が
、

暴
風
雨
で
退
却
。
弘
安

の
役
で
は
、
約
14
万
の
大

軍
で
九
州
北
部
に
迫
っ
た

が
、
幕
府
側
の
防
戦
で
博

多
湾
岸
へ
の
上
陸
が
阻
ま

れ
、
暴
風
雨
に
よ
っ
て
大

損
害
を
出
し
、
再
び
撤
退

は「
矢
尽
き
」と
も
あ
り
、準
備
が
十

分
で
な
か
っ
た
た
め
、予
定
の
撤
退

で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

　

ま
た
、弘
安
の
役
で
長
崎
県
松
浦

市
・
鷹
島
沖
に
沈
没
し
た
モ
ン
ゴ
ル

船
が
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、文
永
の

役
で
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、

暴
風
雨
説
は
弱
い
と
い
う
見
方
も
あ

る
。
現
在
は
暴
風
雨
が
あ
っ
た
と
し

て
も
、そ
れ
が
決
定
的
な
も
の
で
は

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
の
国
宝
指
定
５
件
は
、い
ず

れ
も
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
の
収
蔵

品
。
三
の
丸
尚
蔵
館
の
美
術
品
な
ど

に
関
し
、菅
義
偉
首
相
は
今
年
１
月

18
日
の
施
政
方
針
演
説
で
、「
皇
室
ゆ

か
り
の
三
の
丸
尚
蔵
館
は
、わ
が
国

が
誇
る
べ
き
２
０
０
０
を
超
え
る
国

宝
・
重
要
文
化
財
級
の
美
術
品
を
所

蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
地
方
に

積
極
的
に
貸
し
出
し
、文
化
観
光
の

核
と
し
ま
す
」
と
述
べ
、
観
光
資
源

と
し
て
活
用
す
る
考
え
を
示
し
た
。

国
宝
指
定
で
そ
の
価
値
が
明
確
化
さ

れ
た
と
い
え
る
。

　

今
回
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
た

の
は
こ
の
ほ
か
、
狩
野
永
徳
の

「
唐か

ら
じ
し
ず

獅
子
図
」（
桃
山
時
代
）、高
階
隆

兼
の「
春か

す
が
ご
ん
げ
ん
げ
ん
き
え

日
権
現
験
記
絵
」（
鎌
倉
時

代
）、小
野
道
風
の「
屛び

ょ
う
ぶ
ど
だ
い

風
土
代
」（
平

安
時
代
）の
３
点
で
あ
る
。　

し
た
。

　
蒙
古
襲
来
は
、鎌
倉
幕
府
の
全
国

の
武
士
統
制
・
支
配
を
強
め
た
が
、

一
方
で
、恩
賞
の
責
任
や
政
権
運
営

で
御
家
人
た
ち
の
離
反
の
種
を
生
む

こ
と
と
な
っ
た
。

　
２
回
の
襲
来
を
防
い
だ
キ
ー
ワ
ー

ド
が
暴
風
雨
で
、か
つ
て
は「
神
風
」

と
い
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
暴
風
雨
は

あ
っ
た
の
か
。
弘
安
の
役
は
太
陽
暦

８
月
15
日
で
、
九
州
地
方
に
台
風
が

襲
来
し
た
こ
と
は
確
か
だ
ろ
う
と
さ

れ
て
い
る
が
、文
永
の
役
は
太
陽
暦

11
月
26
日
で
、
台
風
シ
ー
ズ
ン
で
は

な
い
か
ら
疑
問
が
生
じ
る
。

　

気
象
学
者
が
調
べ
た
と
こ
ろ
で

も
、台
風
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
と

い
う
。「
急
速
に
発
達
す
る
低
気
圧

（
い
わ
ゆ
る
爆
弾
低
気
圧
）」の
可
能

性
を
指
摘
す
る
人
も
い
る
が
、蒙
古

軍
に
大
打
撃
を
与
え
た
と
い
う
資
料

は
な
い
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30輻の大連作である「動植綵絵」
の一つ、南天雄鶏図（狩野博幸『目
をみはる伊藤若冲の「動植綵絵」』
小学館）　

教科書に掲載される有名な場面。蒙古軍に突撃する竹崎季
長が描かれ、季長の馬には蒙古軍の矢が当たっている

御家人たちの攻撃を受ける蒙古軍の船（いずれも出典
『蒙古襲来絵詞』 集英社）

唐獅子図（６曲１隻の屛風）は桃山時代の文化を
代表するといわれる（『狩野派の流れ　元信永徳
探幽』小学館）


